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に
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③
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［論文
要
旨
］

　
人
々
は
生
命
の
危
機
に
曝
ら
さ
れ
、
生
活
共
同
体
の
存
亡
の
局
面
に
立
た
さ
れ
た
と
き
ど
の
よ
う
　
　
　
　
本
稿
は
、
人
々
の
動
向
を
駿
河
国
駿
東
郡
下
香
貫
村
（
現
沼
津
市
下
香
貫
）
と
深
良
村
（
現
裾
野

な
行
動
に
走
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
と
よ
り
、
本
来
生
命
を
保
護
し
、
共
同
体
を
行
政
の
一
環
と
し
　
　
　
　
市
深
良
）
で
検
証
す
る
。
こ
の
二
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
動
向
を
記
録
し
た
史
料

て支
配
す
る
体
制
が
人
々
の
不
安
を
解
消
し
得
な
い
非
日
常
の
時
空
に
お
い
て
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
共
通
し
て
京
都
吉
田
大
元
宮
の
勧
請
に
よ
っ
て
コ
レ
ラ
の
災
厄
を
除

　
本
稿は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
突
如
人
々
を
襲
っ
た
コ
レ
ラ
の
脅
威
に
人
々
が
ど
の
よ
う
に
立
　
　
　
こ
う
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ち
向
か
っ
た
の
か
、
い
や
い
か
に
し
て
こ
の
災
厄
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
た
の
か
を
、
克
明
に
実
証
し
　
　
　
　
何
故
に
吉
田
神
社
の
勧
請
に
走
っ
た
の
か
。
村
共
同
体
の
意
志
決
定
の
過
程
、
吉
田
神
社
の
神
道

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
安
政
五
年
は
黒
船
と
い
う
「
異
」
の
襲
来
と
嘉
永
末
年
か
ら
安
政
初
年
　
　
　
　
支
配
の
流
れ
に
着
目
し
つ
つ
、
コ
レ
ラ
の
非
日
常
の
時
空
に
置
か
れ
た
人
々
の
不
安
と
そ
れ
に
立
ち

に
か
け
て
連
続
し
て
天
地
を
揺
が
し
、
地
を
震
わ
せ
た
大
地
震
・
大
津
波
の
恐
怖
の
未
だ
覚
め
や
ら
　
　
　
向
か
う
人
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
掘
り
起
こ
し
た
い
。

ぬ時
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
神
社
の
勧
請
は
京
都
往
復
の
路
銀
は
も
ち
ろ
ん
祈
祷
料
、
鎮
札
な
ど
の
宗
教
儀
礼
に
金
が
か

　そ
こ
に
コ
レ
ラ
が
襲
い
か
か
っ
た
。
即
死
病
と
い
わ
れ
次
々
と
感
染
し
て
は
大
量
死
に
至
る
惨
状
　
　
　
　
か
る
。
下
香
貫
村
、
深
良
村
両
村
と
も
莫
大
な
金
銭
の
喜
捨
を
村
人
に
求
め
、
最
高
級
の
七
両
二
分

は医
療
行
為
に
よ
っ
て
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
神
・
仏
、
流
行
神
、
呪
　
　
　
　
の
祈
祷
（
小
箱
）
を
お
願
い
し
、
帰
村
後
は
吉
田
宮
ま
で
造
営
し
、
コ
レ
ラ
は
じ
め
災
厄
除
け
の
宮

術
を
動
員
し
て
、
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
勧
請
し
て
い
る
。
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は
じ
め
に

　
本
稿
は
単
に
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
に
関
す
る
医
療
の
歴
史
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
ま
た
、
コ
レ
ラ
の
流
行
、
大
量
死
の
恐
怖
に
直
面
し

た
民
衆
の
動
向
の
み
を
追
求
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
も
な
い
。

　
も
ち
ろ
ん
、
コ
レ
ラ
騒
動
と
民
衆
の
対
応
を
実
証
す
る
こ
と
に
多
く
の
頁
数
を
要

す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
稿
の
狙
い
は
江
戸
時
代
、
ハ
ー
ド
に
言
え
ば

幕
藩
体
制
社
会
の
人
々
の
暮
ら
し
の
総
体
の
な
か
で
、
そ
の
重
要
な
側
面
を
占
め
て

い

た
で
あ
ろ
う
、
ま
た
生
命
の
維
持
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
精
神

的
領
域
（
信
仰
や
宗
教
と
表
現
し
て
は
一
面
的
で
あ
る
が
）
に
大
い
に
着
目
し
、
こ

れ

を
明
ら
か
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、
江
戸

時
代
の
平
和
を
生
き
た
人
々
の
支
配
・
生
活
・
心
意
等
の
生
存
環
境
の
シ
ス
テ
ム
が

崩
壊
し
た
と
き
の
生
々
し
い
有
様
か
ら
本
来
あ
っ
た
江
戸
時
代
の
そ
れ
を
逆
射
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
究
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
発
想
し
た
と
こ
ろ
に
あ

る
。　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
と
こ
れ
に
直
撃
さ
れ
た
駿
河
国
駿
東

郡
深
良
村
、
下
香
貫
村
の
人
々
の
動
向
は
、
江
戸
時
代
の
民
衆
の
心
意
の
シ
ス
テ
ム

の
解
明
に
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
コ
レ
ラ
大
流
行
の
情
報
の
後
に
は
、
必
ず
感
染
患
者
の
多
く
が
即
死
し
て
い
く
眼

も
当
て
ら
れ
ぬ
惨
状
が
あ
っ
た
。
日
常
的
医
療
は
も
ち
ろ
ん
、
宗
教
的
除
災
シ
ス
テ

ム

を
作
動
し
て
も
、
何
ら
の
効
き
目
の
な
い
こ
と
が
日
々
証
明
さ
れ
て
い
っ
た
。
コ

レ
ラ
の
よ
う
な
強
力
な
疫
病
を
人
為
で
制
圧
し
う
る
と
す
る
近
代
社
会
は
、
未
だ
日

本

に
は
訪
れ
て
い
な
い
。
鬼
道
、
天
道
の
不
可
知
の
世
界
が
こ
の
世
を
支
配
し
、
天

変
地
異
と
同
様
に
速
や
か
な
る
退
去
を
祈
願
す
る
と
い
う
の
が
、
人
々
の
コ
レ
ラ
に

対
す
る
向
か
い
方
で
あ
っ
た
。
コ
レ
ラ
の
背
後
に
「
異
」
を
見
た
人
々
は
、
伝
統
的

狐
葱
き
と
習
合
さ
せ
て
、
く
だ
狐
、
ア
メ
リ
カ
狐
の
仕
業
だ
と
幻
想
し
、
「
四
足
除
」

の

武
州
秩
父
の
三
峯
山
御
春
属
御
神
犬
拝
借
に
走
っ
た
。

　
一
方
、
よ
り
強
力
な
霊
力
を
求
め
る
人
々
の
中
に
、
京
都
吉
田
神
社
の
勧
請
の
行

動
に
出
た
者
が
あ
っ
た
。
駿
河
国
駿
東
郡
下
香
貫
村
（
現
沼
津
市
下
香
貫
）
と
深
良

村

（現
裾
野
市
深
良
）
の
吉
田
神
社
勧
請
で
あ
る
。
両
村
は
同
じ
駿
東
郡
内
に
あ
っ

て

東
海
道
を
挟
ん
で
南
北
の
割
と
近
い
位
置
に
あ
る
が
、
支
配
そ
の
他
に
お
い
て
特

に
結
び
つ
け
る
も
の
は
な
い
。
ま
た
、
吉
田
神
社
勧
請
に
関
し
て
も
、
両
者
の
間
の

関
係
は
目
下
の
と
こ
ろ
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
コ
レ
ラ
の
恐
怖
に
襲
わ
れ
た
非
常

事
態
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
吉
田
神
社
勧
請
を
思
い
つ
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
下
香
貫
村
、
深
良
村
の
吉
田
神
社
勧
請
に
至
る
経
緯
、
勧
請
の
実
態
、
吉
田
神
社

の
対
応
等
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
下
香
貫
村
の
事
例
に
つ
い
て

取
り
上
げ
る
。

0
下
香
貫
村
の
吉
田
神
社
勧
請

『吉
田
太
一
兀
宮
勧
請
の
記
』

　
下
香
貫
村
の
人
々
が
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
大
流
行
に
直
面
し
て
吉
田
神
社
を
勧

請
す
る
ま
で
を
記
録
に
留
め
た
『
吉
田
太
元
宮
勧
請
の
記
』
に
注
目
し
た
。
目
下
の

調
査
で
は
、
下
香
貫
村
の
公
文
書
の
中
に
こ
の
記
録
と
関
連
す
る
文
書
は
見
出
す
こ

と
が
出
来
な
い
の
で
、
こ
の
記
録
が
唯
一
の
資
料
と
な
る
が
、
原
本
は
残
念
な
が
ら

行
方
不
明
で
あ
る
。
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
）
下
香
貫
連
合
自
治
会
、
同
神
社
委

員
会
の
刊
行
に
な
る
、
読
解
本
の
み
が
現
在
手
が
か
り
と
な
る
。

　
筆
者
の
後
藤
甫
輔
晴
胤
は
、
下
香
貫
村
塩
満
に
居
住
す
る
文
人
百
姓
と
思
わ
れ
、

吉
田
神
社
勧
請
の
主
役
山
之
根
の
大
嶽
藤
左
衛
門
（
金
兵
衛
）
と
親
し
い
関
係
に
あ

り
、
自
ら
も
勧
請
に
参
画
し
、
勧
請
の
由
来
を
後
世
に
残
す
よ
う
懇
請
さ
れ
て
、
万

延
元
年
（
一
八
六
〇
）
七
月
書
き
残
し
た
も
の
で
あ
る
。
万
延
元
年
と
い
え
ば
、
六

〇
年
に
一
度
の
庚
申
の
年
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
騒
ぎ
か
ら
わ
ず
か
二
年
後
で
あ
る
。

後
藤
甫
輔
が
自
ら
見
聞
し
た
こ
と
を
記
録
に
留
め
た
も
の
で
あ
り
、
信
懸
性
は
高
く
、

2
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記
述

も
正
確
で
あ
る
。
本
稿
は
丹
念
に
勧
請
の
動
き
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
レ
ラ

か

ら
吉
田
神
社
勧
請
に
至
る
下
香
貫
村
の
動
向
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
前
に
下

香
貫
村
の
村
況
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

下
香
貫
村
の
村
況
と
コ
レ
ラ

　
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
沼
津
藩
成
立
に
当
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
村
明
細
帳
に
よ

れ

ば
、
下
香
貫
村
は
村
高
一
〇
二
〇
石
余
、
田
五
六
町
五
反
余
、
畑
四
四
町
三
反
余
、

屋

敷
二
町
一
反
余
、
家
数
二
二
二
、
人
口
九
四
九
人
（
男
四
九
二
、
女
四
五
七
）
馬

四
一
疋
、
牛
一
〇
頭
の
大
村
で
あ
る
。
狩
野
川
の
下
流
域
デ
ル
タ
、
沼
津
城
下
の
対

岸
に
位
置
す
る
農
村
で
あ
る
。
西
は
狩
野
川
・
駿
河
湾
に
通
じ
、
東
は
香
貫
山
が
村

境
と
な
る
（
「
下
香
貫
村
明
細
帳
」
）
。
村
内
は
馬
場
、
山
之
根
、
八
重
原
、
石
原
、

六

反
、
塩
満
、
島
郷
、
牛
臥
の
八
つ
の
ム
ラ
（
字
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
吉

田
太
元
宮
勧
請
の
由
来
」
の
筆
者
後
藤
甫
輔
晴
胤
は
、
塩
満
ム
ラ
に
属
す
る
。

　
因
み
に
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
と
吉
田
神
社
の
勧
請
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
村
役

人
の
構
成
は
、
馬
場
二
、
八
重
原
二
、
島
（
桃
）
郷
二
、
山
之
根
一
、
塩
満
一
で
、

石
原
、
六
反
、
牛
臥
は
○
で
あ
る
。

下
香
貫
村
の
天
変
地
異

　
下
香
貫
村
の
人
々
が
吉
田
神
社
勧
請
を
発
起
し
た
背
景
に
は
、
安
政
五
年
の
コ
レ

ラ
襲
来
に
先
行
す
る
天
変
地
異
が
あ
っ
た
。
「
吉
田
太
元
宮
勧
請
の
由
来
」
（
以
後

「由
来
記
」
と
呼
ぶ
）
の
筆
者
後
藤
甫
輔
は
冒
頭
で
「
夫
れ
世
の
中
の
う
き
ふ
し
は
、

か
ぞ
う
る
に
い
と
ま
あ
ら
ず
と
い
え
ど
も
恐
る
べ
き
は
、
天
災
な
り
」
と
、
次
々
と

頻
発
す
る
天
変
地
異
を
吉
田
神
社
勧
請
の
前
触
れ
と
し
て
数
え
上
げ
て
い
る
。

　
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
八
月
下
旬
の
大
風
と
大
違
作
、
そ
し
て
翌
々
年
の
嘉
永

七
年
（
一
八
五
四
）
一
一
月
四
日
、
昼
四
つ
時
の
大
地
震
で
あ
っ
た
。

　
「
俄
に
地
砕
け
て
田
畑
の
分
ち
な
く
水
涌
き
い
だ
し
、
砂
石
を
吹
出
し
、
家
は
倒

れ

山
は
崩
れ
、
一
時
に
此
の
世
は
滅
し
け
る
や
と
人
々
恐
怖
し
、
誠
に
哀
れ
な
る
有

様
」
で
あ
っ
た
。
直
後
の
一
ケ
月
間
も
余
震
は
つ
づ
き
、
村
内
の
島
郷
で
は
田
一
二

町
余
の
地
盤
が
、
一
時
は
三
、
四
尺
（
一
メ
ー
ト
ル
前
後
）
程
度
沈
下
し
た
。
三
島

宿
で
は

家
屋
の
倒
壊
が
多
く
、
同
じ
駿
東
郡
愛
鷹
山
麓
に
つ
づ
く
小
林
村
で
は
、
一

町
四
方
（
九
九
ア
ー
ル
）
が
四
、
五
丈
（
一
二
～
一
五
メ
ー
ト
ル
）
の
深
さ
に
陥
没

し
、
地
形
が
一
変
し
て
五
七
人
も
の
死
者
が
出
た
。
よ
う
や
く
年
が
明
け
た
安
政
二

年
（
一
八
五
五
）
八
月
一
九
日
夜
、
不
吉
の
大
災
害
の
襲
来
を
予
告
す
る
か
の
よ
う

に
大
雷
声
が
鳴
り
渡
り
、
数
か
所
に
落
雷
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
〇
月
二
日
、
東
都

大
地

震
が
起

こ
り
、
巨
大
都
市
江
戸
が
壊
滅
的
打
撃
を
蒙
り
、
何
万
と
い
う
死
者
を

出
し
た
。
翌
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
も
、
八
月
二
五
日
大
風
が
吹
き
、
稲
作
は

大
違
い
と
な
っ
た
。

コ

レ
ラ
襲
来
と
恐
怖

　
か

く
し
て
安
政
五
年
、
息
つ
く
暇
も
な
く
コ
レ
ラ
が
西
か
ら
襲
っ
て
来
た
の
で
あ

る
。
こ
の
年
の
夏
は
大
雨
が
多
く
、
こ
れ
が
止
ん
で
天
気
快
晴
が
つ
づ
く
と
思
い
き

や
大
変
な
猛
暑
に
変
わ
っ
た
。
東
海
道
吉
原
宿
で
三
日
こ
ろ
り
が
流
行
し
て
い
る
と

の

噂
が
聞
こ
え
て
き
た
の
が
、
七
月
中
旬
の
頃
で
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
伊
豆
国
三
島

宿
、
大
場
村
、
塚
本
村
等
の
近
村
に
流
行
し
て
い
る
と
の
情
報
が
あ
っ
た
。

　
由
来
記
が
伝
え
る
こ
ろ
り
の
症
状
は
、
「
誠
に
火
急
に
し
て
頻
り
に
白
水
を
吐
潟

し
、
見
る
ま
に
顔
色
衰
え
、
肉
落
、
眼
く
ぼ
み
、
皮
は
れ
、
脈
絶
え
、
眼
光
な
く
し

て

死
す
る
事
忽
然
な
り
」
と
病
の
進
行
の
早
さ
、
頻
繁
に
白
い
水
状
の
も
の
を
吐
く

う
ち
に
顔
色
が
失
わ
れ
、
肉
は
落
ち
、
目
は
く
ぼ
ん
で
ひ
か
ら
び
、
脈
が
止
ま
っ
て

眼
も
開
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
息
絶
え
て
し
ま
う
と
い
う
即
死
病

の

怖
さ
で
あ
っ
た
。
重
症
に
な
る
と
発
病
と
同
時
に
倒
れ
死
ぬ
、
脳
卒
中
と
も
い
え

る
病
気
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
後
藤
の
驚
き
は
「
軽
き
症
た
り
と
も
其
の
病
に
か
か

り
た
る
も
の
百
人
に
一
人
も
蘇
生
す
る
も
の
稀
な
り
」
と
い
う
致
死
率
の
異
常
な
高

さ
と
、
「
病
甚
敷
早
き
事
矢
を
射
る
が
如
し
」
と
い
う
伝
染
の
異
常
な
迅
速
さ
で
あ

る
。
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「
医
者
は
薬
法
に
心
を
砕
き
彼
是
と
良
薬
の
工
夫
い
た
し
、
与
へ
る
と
い
へ
ど
も

何
の
甲
斐
も
な
く
死
す
る
な
り
」
と
、
こ
の
異
常
な
致
死
率
と
伝
染
の
早
さ
に
対
抗

す
る
医
療
の
手
段
は
全
く
な
く
、
「
其
町
々
村
々
に
医
師
針
医
な
ど
有
り
と
云
え
ど

も
療
治
行
届
か
ず
し
て
甲
斐
な
か
り
け
り
」
、
町
や
村
に
は
医
師
や
針
医
が
い
て
も

コ

レ
ラ
の
療
治
に
は
無
力
で
役
立
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
「
是
は
神
仏
へ
祈
願
す

る
よ
り
外
あ
る
べ
か
ら
ず
」
、
こ
れ
で
は
神
仏
へ
祈
願
し
て
除
災
し
て
も
ら
う
以
外

に

な
い
と
決
し
た
の
で
あ
る
。

　
由
来
記
の
後
藤
甫
輔
は
さ
す
が
文
人
ら
し
く
、
吉
田
神
社
勧
請
に
向
か
っ
て
い
く

下
香
貫
村
の
人
々
の
動
静
を
、
詳
し
く
客
観
的
に
描
写
し
て
い
る
。
天
変
地
異
か
ら

説
き
起
こ
し
、
コ
レ
ラ
流
行
の
惨
状
を
、
コ
レ
ラ
の
症
状
を
冷
静
に
見
つ
め
、
そ
の

異
常
な
特
色
を
的
確
に
把
握
し
て
い
る
。
彼
の
導
き
出
し
た
結
論
は
、
コ
レ
ラ
に
対

す
る
に
医
療
で
は
駄
目
だ
、
神
仏
し
か
な
い
と
い
う
、
宗
教
的
儀
礼
、
行
為
に
よ
る

コ

レ
ラ
対
策
で
あ
っ
た
。

吉
田
神
社
勧
請
の
動
き

　
コ

レ
ラ
の
医
療
に
絶
望
し
た
人
々
は
、
神
仏
の
祈
願
に
向
か
っ
た
。
三
島
大
社
等

近
国
の
神
社
祈
願
、
護
摩
加
持
祈
祷
、
廻
り
念
仏
・
題
目
、
正
月
・
祭
礼
の
仕
直
し

が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
た
。

　
八
月
朔
日
（
新
暦
六
月
二
二
日
）
、
田
植
え
も
無
事
終
わ
っ
て
こ
の
と
こ
ろ
よ
く

な
い
こ
と
が
つ
づ
い
た
厄
を
払
お
う
と
、
下
香
貫
村
の
山
之
根
大
嶽
藤
左
衛
門
（
百

姓
代
、
年
齢
四
四
歳
、
持
高
四
〇
石
）
、
石
原
の
山
本
七
郎
右
衛
門
（
四
一
歳
、
二

〇
石
）
、
山
本
与
三
郎
（
四
〇
歳
）
が
同
じ
く
石
原
の
山
本
丈
助
（
四
〇
歳
）
宅
で

酒
宴
を
催
し
た
。
酒
が
進
む
う
ち
、
話
題
は
コ
レ
ラ
一
色
と
な
っ
て
「
此
度
の
暑
病

を
除
か
ん
に
は
、
我
も
人
も
神
仏
の
加
護
な
く
ば
除
き
が
た
し
」
と
神
仏
に
す
が
る

よ
り
手
が
な
い
と
い
う
結
論
で
一
致
し
た
。
そ
こ
で
山
本
七
郎
右
衛
門
が
「
吉
田
太

元
宮
を
勧
請
せ
ん
」
こ
と
を
発
心
し
た
。
こ
れ
か
ら
太
元
宮
勧
請
の
祈
祷
料
に
つ
い

て

い

く
ら
か
か
る
か
の
質
問
に
、
山
本
丈
助
が
一
〇
〇
疋
（
金
一
分
）
と
答
え
た
こ

と
か
ら
、
そ
れ
な
ら
私
が
出
そ
う
と
山
本
七
郎
右
衛
門
が
応
じ
た
。
山
之
根
の
大
嶽

藤
左
衛
門
は
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ら
京
都
吉
田
神
社
ま
で
代
参
を
引
き
受
け
た
い
と

申
し
出
た
。
酔
い
も
手
伝
っ
て
か
、
酒
宴
は
吉
田
神
社
勧
請
で
盛
り
上
が
り
、
大
嶽

藤
左
衛
門
と
山
本
七
郎
右
衛
門
の
二
人
が
京
都
吉
田
神
社
へ
の
代
参
者
と
決
ま
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
を
四
人
だ
け
の
勧
請
で
は
心
許
な
い
、
郷
中
一
同
の
勧
請
で
な
け
れ
ば

と
、
早
速
山
本
与
三
郎
と
大
嶽
藤
左
衛
門
が
下
香
貫
村
の
村
役
人
は
も
と
よ
り
、
八

つ
の
ム

ラ
を
廻
っ
て
賛
同
を
取
り
付
け
た
。
コ
レ
ラ
の
猛
威
を
恐
れ
る
こ
と
に
お
い

て

は
村
内
は
一
致
し
て
お
り
、
四
人
の
呼
び
か
け
に
速
や
か
に
対
応
し
、
下
香
貫
村

挙
げ
て
の
宗
教
儀
礼
に
発
展
し
た
。

　

こ
の
間
四
人
は
吉
田
神
社
勧
請
の
先
例
を
調
べ
、
特
に
そ
の
費
用
を
尋
ね
、
金
五

両

と
い
う
回
答
を
得
て
い
る
。

　
八
月
五
日
村
内
藤
井
寺
に
関
係
者
が
集
ま
っ
た
。
大
嶽
藤
左
衛
門
、
山
本
七
郎
右

衛

門
の
代
参
が
明
日
早
朝
出
立
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
こ
の
路
用
金
五
両
を
馬
場
の

奈
良
橋
弥
七
に
用
達
す
る
よ
う
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
上
京
の
路
金
、
郷
中
祈
祷
金
が
い

く
ら
か
か
ろ
う
が
自
分
が
出
す
と
の
返
答
を
得
て
、
資
金
の
調
達
の
目
途
が
つ
い
た
。

ま
た
、
勧
請
後
の
神
輿
造
営
を
決
め
て
散
会
し
た
。

京
都
吉
田
神
社
へ
の
代
参

　
八
月
六
日
未
明
、
藤
左
衛
門
・
七
郎
右
衛
門
の
二
人
は
下
香
貫
村
か
ら
東
海
道
へ

出
て
、
一
路
西
下
し
た
。
吉
原
宿
の
手
前
の
松
原
に
は
コ
レ
ラ
の
行
き
倒
れ
が
一
人

あ
り
、
富
士
川
を
渡
る
ま
で
に
葬
礼
一
二
、
三
、
渡
川
後
の
岩
淵
で
五
の
野
辺
送
り

を
目
に
し
て
い
る
。
蒲
原
宿
、
由
比
宿
で
は
正
月
の
松
飾
り
、
氏
神
を
は
じ
め
枝
宮

枝
社
ま
で
が
お
祭
り
騒
ぎ
、
盆
・
正
月
が
一
緒
に
来
た
松
の
内
の
騒
ぎ
で
あ
っ
た
。

江
尻
宿
、
金
谷
宿
と
泊
ま
り
重
ね
た
二
人
は
、
牛
頭
天
王
の
総
本
社
津
島
大
社
へ
の

参
詣
者
が
引
き
も
き
ら
ず
行
く
の
を
目
に
す
る
。
津
島
宮
こ
そ
厄
除
信
仰
の
総
本
山

で
あ
る
。
二
人
は
寄
り
道
を
い
と
わ
ず
、
津
島
様
に
も
郷
中
安
全
の
祈
願
を
し
な
く

て

は
と
参
詣
、
郷
中
安
全
の
祈
祷
を
相
済
ま
し
、
御
守
護
の
御
守
を
頂
戴
し
、
そ
の

4
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日
は
四
日
市
に
宿
泊
し
た
。
な
お
上
京
を
急
が
ず
、
伊
勢
参
宮
を
行
っ
て
い
る
。
二

人

の
思

い

は
京
都
吉
田
神
社
勧
請
に
あ
る
も
の
の
、
途
中
の
津
島
大
社
、
伊
勢
神
宮

は

避

け
て
通
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
牛
頭
天
王
を
祀
る
津
島
と

八
百
万
の
神
の
頂
点
に
立
つ
伊
勢
神
宮
は
、
別
格
と
し
て
敬
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

か
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

　
松
坂

に
一
泊
し
た
後
二
人
は
一
直
線
に
京
都
へ
向
か
い
、
吉
田
村
に
入
り
、
四
ツ

時
（
午
前
一
〇
時
頃
）
取
り
次
ぎ
の
谷
伊
兵
衛
宅
へ
到
着
し
た
。
そ
こ
で
山
本
七
郎

右
衛
門
が
、
次
の
よ
う
に
口
上
で
吉
田
神
社
勧
請
を
願
い
出
た
。

我
等
儀
、
国
元
は
駿
河
国
駿
東
郡
下
香
貫
村
、
某
は
山
本
七
郎
右
衛
門
、
彼
は

大
嶽
藤
左
衛
門
と
申
す
者
な
り
、
当
七
月
中
旬
頃
よ
り
近
村
に
稀
な
る
暑
病
流

行
致
し
、
益
々
さ
か
ん
に
な
り
け
る
に
、
止
む
事
を
得
ず
恐
怖
の
思
ひ
を
起
し
、

頻

り
に
神
仏
の
加
護
を
受
来
る
と
こ
ろ
な
り
、
我
等
両
人
郷
中
の
代
参
と
し
て

当
御
殿
に
お
い
て
郷
中
安
全
の
御
祈
祷
御
願
に
罷
越
候
也
、
当
御
殿
御
祈
祷
の

趣
は
如
何
に
候
べ
し
、

　
二
人
の
切
実
、
切
迫
し
た
祈
祷
願
い
の
申
し
出
に
対
し
て
、

は
事
務
的
に
答
え
て
い
る
。

取
次
役
の
谷
伊
兵
衛

並
御
祈
祷
と
申
す
は
金
二
両
な
り
、
御
封
守
と
申
す
は
金
五
両
な
り
、
是
守
護

は
其
願
一
筋
の
御
守
な
り
、
ま
た
金
七
両
二
分
は
御
小
箱
の
御
祈
祷
と
申
す
な

り
、
是
は
吉
田
殿
随
一
の
御
祈
祷
に
て
障
碍
退
散
病
難
火
災
盗
難
等
の
諸
々
の

災
を
除
か
し
め
給
ふ
御
守
護
な
り
、
先
年
同
国
同
郡
へ
差
出
候
も
御
箱
の
御
守

護
な
り
、
何
れ
の
御
祈
祷
に
被
成
べ
く
や

　
並

は
金
二
両
、
御
封
守
は
金
五
両
、
こ
れ
ら
は
ひ
と
つ
の
心
願
の
み
有
効
で
す
。

金

七
両
二
分
の
御
小
箱
の
祈
祷
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
吉
田
神
社
随
一
の
祈
祷
で
ご

ざ
い
ま
し
て
、
障
碍
退
散
、
病
気
・
火
災
・
盗
難
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
を
除
去
す
る
御

守
護
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
先
年
同
国
同
郡
へ
差
し
出
し
た
の
も
小
箱
の
御

守
り
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
御
祈
祷
は
ど
れ
に
し
ま
す
か
。

　
取
次
の

谷
伊
兵
衛
の
返
答
は
、
コ
レ
ラ
に
苦
し
め
ら
れ
、
救
い
を
求
め
て
こ
こ
ぞ

と
思
い
立
っ
て
吉
田
神
社
に
た
ど
り
着
い
た
者
の
気
持
ち
を
理
解
し
た
も
の
で
は
な

か
っ

た
。
下
香
貫
村
郷
中
一
同
を
代
表
す
る
二
人
に
と
っ
て
、
選
択
は
金
額
で
は
な

か

っ

た
ろ
う
。
た
だ
、
祈
祷
料
一
分
と
い
う
目
算
の
三
〇
倍
に
も
な
る
七
両
二
分
の

大
金

に
は
、
二
人
は
困
惑
を
隠
せ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
来
た

ら
後
に
は
引
け
な
い
。
予
て
覚
悟
も
あ
っ
て
そ
れ
な
り
の
金
子
を
持
参
し
て
い
た
の

か
、
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
つ
も
り
で
、
「
御
小
箱
の
御
祈
祷
御
願
申
し
た

し
」
と
申
し
出
た
。
吉
田
神
社
の
対
応
は
、
コ
レ
ラ
の
厄
災
に
ツ
ケ
込
ん
だ
祈
祷
料

の

略
取
で
あ
る
。
谷
伊
兵
衛
の
対
応
は
、
ま
さ
に
新
興
宗
教
の
信
者
か
ら
寄
進
を
取

り
立
て
る
に
似
た
口
上
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
吉
田
神
社
の
祈
祷
料
は
三
峯
山

の
御
神
犬
一
疋
一
分
二
朱
の
拝
借
料
に
比
し
て
も
高
額
で
あ
る
。
七
両
二
分
で
は
、

御
犬
は
一
二
〇
疋
も
借
用
出
来
る
。

　
八
月
一
六
日
、
谷
伊
兵
衛
か
ら
吉
田
神
社
役
人
鈴
鹿
内
膳
へ
の
取
次
が
行
わ
れ
た
。

鈴
鹿
内
膳
は
、
郷
中
の
家
毎
に
家
族
そ
の
他
を
書
き
連
ね
た
「
軒
別
名
前
書
」
を
提

出
し
て
も
ら
え
ば
、
格
別
の
祈
祷
を
行
う
と
答
え
た
。
吉
田
神
社
の
霊
力
は
下
香
貫

村
の

老
若
男
女
す
べ
て
の
村
民
に
行
き
渡
る
の
だ
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
七
両
二

分
も
か
か
る
吉
田
神
社
随
一
の
小
箱
の
祈
祷
に
加
え
、
格
別
の
祈
祷
も
行
っ
て
も
ら

え
ば
効
果
て
き
め
ん
と
考
え
た
二
人
は
、
そ
の
夜
八
つ
時
（
午
前
二
時
頃
）
ま
で
下

香
貫
村
の
軒
別
名
前
書
を
作
成
し
て
、
翌
一
七
日
御
殿
に
差
し
上
げ
た
。
こ
の
日
祈

祷

は
行
わ
れ
た
筈
で
あ
る
が
、
肝
心
の
小
箱
の
下
付
は
な
い
。
コ
レ
ラ
の
襲
来
の
恐

怖
が
募
る
な
か
、
下
香
貫
村
は
無
事
か
、
一
刻
も
早
く
吉
田
神
社
随
一
の
小
箱
の
御

守
護
を
受
領
し
て
帰
り
た
い
、
二
人
は
役
人
に
事
情
を
訴
え
る
が
、
一
八
、
一
九
、

二
〇

日
の
三
日
間
、
「
神
妙
に
祈
願
あ
る
べ
し
」
の
仰
せ
の
み
で
あ
っ
た
。
「
祈
願
中

は

御
山
参
詣
い
た
す
べ
し
」
と
お
そ
ら
く
参
籠
所
に
留
め
置
か
れ
、
日
本
国
中
惣
神

5
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社
、
日
本
国
中
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
神
を
祀
る
神
社
の
デ
パ
ー
ト
、
吉
田
神
社
の
神

楽
岡
の
境
内
を
順
拝
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て
い
る
。

　
二
〇

日
に
は
沼
津
城
下
上
土
町
か
ら
吉
田
神
社
代
参
の
者
が
到
着
し
た
と
の
噂
を

耳
に
す
る
。
上
土
町
の
者
よ
り
は
早
く
帰
ら
ね
ば
、
村
方
に
申
し
訳
が
立
た
な
い
と
、

神
社
役
人
に
速
や
か
に
小
箱
の
御
守
護
を
頂
き
た
い
と
内
願
す
る
。
よ
う
や
く
二
一

日
の
九
ツ
時
（
正
午
）
、
急
に
御
殿
か
ら
呼
び
出
し
が
あ
り
、
「
本
日
御
祈
祷
が
満
願

に
相
成
っ
た
の
で
御
守
護
を
相
渡
す
」
と
七
両
二
分
の
小
箱
を
頂
戴
し
た
。
吉
田
村

滞
在
六

日
間
、
八
百
万
の
神
す
べ
て
を
祀
り
日
本
国
中
の
神
社
を
支
配
す
る
吉
田
神

社
随
一
の
祈
祷
だ
け
に
時
間
を
か
け
た
、
念
の
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
吉
田
神
社

の
公
式
記
録
「
安
政
五
戊
午
歳
諸
国
祈
祷
之
留
」
に
よ
れ
ば
、
下
香
貫
村
の
二
人
は

次
の

よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（八
月
）

十
八
日

拾
四
番

一
小
　
箱

駿
州
駿
東
郡
下
香
貫
村
中

　
　
　
　
　
　

惣
代
　
藤
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

郎
右
衛
門

　
吉
田
神
社
の
正
式
受
付
は
八
月
］
八
日
と
な
っ
て
い
る
。
鈴
鹿
内
膳
は
一
七
日
に

「
軒

別
名
前
書
」
を
受
け
取
り
、
翌
一
八
日
に
「
祈
祷
之
留
」
に
記
録
し
た
の
で
あ

る
。
二
人
が
遅
れ
を
と
っ
て
は
と
心
配
し
た
沼
津
城
下
の
上
土
町
は
、
二
日
遅
れ
の

二
〇

日
に
封
物
を
頂
戴
し
て
い
る
。

　
八
月
二
一
日
、
小
箱
を
受
領
し
た
二
人
は
即
刻
吉
田
村
の
谷
伊
兵
衛
宅
に
戻
り
、

旅
支
度
も
そ
こ
そ
こ
に
、
一
礼
を
述
べ
る
や
そ
の
足
で
東
海
道
を
飛
ぶ
が
如
く
下
っ

て

い

っ

た
。
「
不
浄
是
な
き
家
を
撰
び
泊
り
」
を
重
ね
る
こ
と
、
瀬
田
、
尾
越
、
池

鯉

鮒
、
白
須
賀
、
日
坂
、
金
谷
、
二
八
日
に
は
駿
府
ま
で
来
た
。
町
は
ず
れ
に
て
石

原
の
山
本
丈
助
（
四
〇
歳
）
、
馬
場
の
川
村
市
右
衛
門
（
四
二
歳
）
の
二
人
に
遭
遇

す
る
。
こ
の
二
人
は
送
向
惣
代
と
し
て
、
駿
府
町
は
ず
れ
で
代
参
の
二
人
を
今
日
か

今
か

と
待
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
二
〇
日
ぶ
り
の
再
会
、
村
は
無
事
か
と
の

問
い
に
郷
中
堅
固
の
言
葉
を
聞
い
て
四
人
は
喜
び
合
っ
て
江
尻
宿
に
泊
ま
っ
た
。
こ

れ
か

ら
は
一
路
下
香
貫
村
へ
と
な
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
途
中
の
吉
原
宿
、
原
宿
は
コ

レ
ラ
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
だ
け
に
、
吉
田
神
社
勧
請
の
小
箱
の
守
護
が
通

行
す
る
と
い
う
噂
が
流
れ
る
や
、
是
非
拝
ま
し
て
ほ
し
い
と
群
衆
が
殺
到
し
た
。

　
二
九

日
、
元
吉
原
で
休
憩
し
た
茶
店
の
主
人
に
訊
ね
ら
れ
て
、
四
人
が
吉
田
神
社

祈
祷
の
帰
り
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
何
卒
奉
拝
し
た
い
と
懇
願
さ
れ
、
茶
店
の
み
な
ら

ず
村
方
に
ま
で
触
れ
が
出
さ
れ
、
村
人
の
参
詣
に
ま
で
な
っ
た
。
大
野
新
田
で
は
名

主

が
現

れ
、
村
内
安
全
の
た
め
軒
別
に
立
ち
寄
っ
て
厄
除
け
し
て
ほ
し
い
と
懇
請
さ

れ
、
困
惑
し
た
四
人
は
先
を
急
ぐ
た
め
名
主
宅
で
の
村
人
の
参
詣
な
ら
と
こ
れ
を
受

け
入
れ
た
。
名
主
宅
に
宿
泊
す
る
よ
う
懇
願
さ
れ
こ
れ
を
断
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
で

は
是
非
と
も
泊
ま
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
夜
、
原
宿
に
入
っ
た

四

人
を
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
、
吉
田
神
社
の
小
箱
を
参
拝
し
た
い
と
い
う
群
衆
で

あ
っ
た
。
原
宿
に
着
く
や
引
き
も
き
ら
ず
群
衆
が
押
し
寄
せ
、
や
む
を
得
ず
未
明
の

四

ツ

時
（
午
前
四
時
）
ま
で
と
制
限
し
て
参
拝
を
許
し
た
。

　

よ
う
や
く
就
寝
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
下
香
貫
村
か
ら
旅
中
御
見
舞
惣
代
と
し
て

馬
場
の
榊
原
平
兵
衛
（
四
三
歳
）
、
山
之
根
の
杉
山
政
造
（
三
五
歳
）
、
為
助
の
三
名

が
訪
れ
た
。

　
吉
田
神
社
勧
請
の
発
起
人
で
あ
る
藤
左
衛
門
、
七
郎
右
衛
門
の
代
参
は
無
事
成
就

し
、
ま
ず
は
吉
田
神
社
の
小
箱
の
御
守
護
が
下
香
貫
村
へ
勧
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

吉
田
神
社
の
勧
請
・
造
営

　
大
嶽
藤
左
衛
門
、
山
本
七
郎
右
衛
門
が
京
都
吉
田
神
社
へ
代
参
中
、
村
で
は
御
宮

造
営

に
余
念
が
な
か
っ
た
。
出
立
の
八
月
六
日
、
ち
ょ
う
ど
吉
日
な
り
と
宮
地
の
選

定
に
入
っ
た
。
世
話
人
は
村
の
東
香
貫
山
に
つ
づ
く
掃
除
ヶ
峰
に
登
り
、
西
北
に
富

士
山
を
望
み
、
西
は
浮
島
ヶ
原
、
千
本
松
原
、
沼
津
駅
、
遠
く
清
見
潟
、
三
保
松
原

を
眺
望
、
南
西
の
方
向
に
伊
豆
の
江
梨
、
御
瀬
ヶ
崎
を
遠
望
す
る
、
郷
中
き
っ
て
の

見
晴
ら
し
の
峰
の
地
を
社
地
相
応
の
地
な
り
と
定
め
た
。
掃
除
ヶ
峰
の
東
は
馬
場
の

7
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川
村
市
右
衛
門
、
南
は
石
原
の
友
蔵
、
北
は
八
重
原
の
森
田
梅
蔵
の
持
山
で
あ
っ
た
。

世

話
人
た
ち
は
持
ち
主
の
三
名
に
掛
け
合
い
、
吉
田
神
社
勧
請
の
た
め
奉
地
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
す
る
。
コ
レ
ラ
除
け
の
た
め
村
を
挙
げ
て
の
吉
田
神
社
勧
請
の
盛
り
上

が
り
に
、
三
人
の
地
主
は
抗
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
早
速
そ
の

日
の
う
ち
に
鍬
入
れ
し
て
い
る
。
問
題
は
御
宮
造
営
の
費
用
で
あ
る
。
ま
た
ま
た
代

参
の
際
に
五
両
拠
出
し
た
馬
場
の
奈
良
橋
弥
七
に
金
主
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
頼
ん

だ

と
こ
ろ
、
「
夫
は
安
き
事
な
り
、
何
程
な
り
共
御
立
替
申
可
く
御
安
堵
被
成
よ
」

（簡
単
な
こ
と
で
す
。
い
か
ほ
ど
な
り
と
も
御
立
替
し
ま
す
か
ら
安
堵
し
て
く
だ
さ

い
）
と
の
色
よ
い
返
事
を
も
ら
っ
て
、
勧
請
の
動
き
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
い

ず
れ
郷
中
か
ら
寄
進
・
奉
賀
を
受
け
る
に
せ
よ
、
さ
し
あ
た
り
の
御
宮
造
営
資
金
は

奈
良
橋
弥
七
が
出
金
を
快
諾
し
た
の
で
あ
る
。
弥
七
は
三
五
歳
の
働
き
盛
り
、
持
高

二
〇

石
の
村
中
で
は
さ
し
て
分
限
と
は
言
え
な
い
が
、
お
そ
ら
く
地
主
だ
け
で
な
く

商
業
を
営
む
豪
商
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
八
月
七
日
、
郷
中
一
同
へ
社
地
選
定
が
触
れ
ら
れ
、
村
民
挙
げ
て
掃
除
ヶ
峰
へ
登

山
し
て
、
巌
を
切
り
崩
し
、
草
を
刈
っ
て
社
地
の
造
営
が
行
わ
れ
た
。
二
三
日
神
主

高
田
播
磨
頭
を
招
き
、
地
神
祭
を
執
り
行
い
、
宮
柱
を
建
て
始
め
、
代
参
が
吉
田
神

社
の

小
箱
の
御
守
護
を
持
ち
帰
る
の
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
造
営
は
残
ら
ず
完

了
し
た
。
代
参
の
一
行
が
原
宿
到
着
の
知
ら
せ
が
届
く
。
一
同
は
家
を
清
め
、
身
を

清
め
、
夜
の
明
け
る
の
を
待
た
ず
原
宿
ま
で
出
迎
え
る
。
八
月
三
〇
日
、
い
よ
い
よ

吉
田
神
社
随
一
の
祈
祷
小
箱
の
到
着
と
な
っ
た
。
翌
九
月
朔
日
、
出
来
立
て
の
御
宮

へ
御
遷
宮
、
三
日
に
は
村
内
各
ム
ラ
の
廻
村
が
行
わ
れ
た
。
コ
レ
ラ
に
お
び
え
各
ム

ラ
に
鉄
網
の
如
く
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
注
連
飾
り
が
、
太
元
宮
御
着
と
な
れ
ば
一
安

心

と
解
き
納
め
ら
れ
た
。
こ
の
日
か
ら
、
人
の
気
が
消
え
淋
し
く
念
仏
と
題
目
の
声

し
か
聞
こ
え
て
来
な
か
っ
た
暗
い
夜
が
、
一
転
し
て
一
度
に
陽
気
が
戻
っ
て
蘇
生
の

思
い
を
な
し
た
。

　
村
で

は
吉
田
太
元
宮
の
御
祭
日
を
一
・
二
∴
二
・
二
一
・
二
七
と
し
、
頂
戴
し
た

御
小
箱
の
中
身
の
幣
束
を
御
宮
の
宝
物
と
し
た
。
正
月
二
一
日
、
五
月
二
七
日
、
九

月
朔
日
、
二
日
、
三
日
を
大
祭
礼
御
神
事
と
決
し
た
。

　
御
神
燈
石
灯
籠
は
桃
郷
の
矢
崎
彦
右
衛
門
（
二
四
歳
、
八
〇
石
）
、
原
川
源
蔵
（
三

七

歳
、
二
〇
石
）
の
両
名
が
寄
進
し
た
。
吉
田
神
社
の
祭
祀
は
次
々
と
整
え
ら
れ
て

い

く
。
祭
祀
の
中
枢
と
な
る
御
宮
鍵
預
に
は
山
本
七
郎
右
衛
門
、
大
嶽
藤
左
衛
門
の

二
人
が
発
願
上
京
の
功
に
よ
り
、
奈
良
橋
弥
七
が
御
宮
造
営
の
金
主
世
話
人
と
い
う

こ
と
で
選
任
さ
れ
た
。

　
御
宮
造
営
の
入
用
金
は
金
三
五
両
、
祈
祷
料
（
小
箱
）
七
両
二
分
が
吉
田
神
社
勧

請
の
主
た
る
公
的
出
費
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
京
都
往
復
の
路
用
金
が
加
わ
っ
た
も
の

が
総
額
で
あ
る
。
詳
し
い
金
額
は
不
明
で
あ
る
が
藤
左
衛
門
の
路
銀
は
自
己
負
担
で

あ
っ
た
。

　
因
み
に
そ
の
後
の
吉
田
社
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）

楊
原
神
社
の
境
内
に
遷
座
さ
れ
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
社
殿
が
改
築
さ
れ
た

が
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
戦
災
で
消
失
し
た
。
戦
後
の
昭
和
二
七
年
（
一
九

五

二
）
御
宮
が
再
建
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
祭
礼
は
下
香
貫
、
中
連
合
の
自

治
会
を
中
心
に
営
ま
れ
、
氏
神
楊
原
、
大
朝
神
社
を
凌
ぐ
勢
い
で
あ
る
。

②
深
良
村
の
吉
田
神
社
勧
請

深
良
村
の
村
況
と
コ
レ
ラ

　
深
良
村
は
箱
根
山
系
の
西
麓
に
位
置
し
、
寛
文
一
一
年
（
一
六
七
一
）
竣
工
し
た

芦
ノ
湖
か
ら
引
水
し
た
箱
根
用
水
の
駿
河
側
出
水
門
の
村
と
し
て
も
著
名
で
あ
る
。

　
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
村
明
細
帳
に
よ
れ
ば
、
村
高
一
四
七
三
石
一
斗
余
、

田
方
九
一
町
四
反
余
、
畑
方
五
四
町
余
、
屋
敷
四
町
六
反
余
、
家
数
二
三
八
、
本
百

姓
一
五
五
、
無
田
八
三
、
他
に
社
人
二
、
修
験
一
、
僧
九
、
医
師
一
と
な
っ
て
い
る
。

名
主
二
、
組
頭
六
の
村
役
人
を
置
く
。
人
数
一
一
〇
五
人
（
男
五
七
七
、
女
五
二
八
）
、

宮
数
三
〇
社
、
寺
七
ヶ
寺
で
あ
る
。
深
良
村
は
水
田
が
優
る
大
村
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
円
）

　
村
内
も
下
香
貫
村
同
様
、
南
堀
、
町
田
、
和
田
、
切
久
保
、
遠
藤
原
、
上
原
、
原
、

8
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上

丹
、
須
釜
、
新
田
の
一
〇
の
ム
ラ
（
字
）
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
深
良
村
の
吉
田
神
社
勧
請
が
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
名
主
大
庭
新
七
が
勧
請
に
至

る
経
緯
と
村
人
の
寄
進
の
明
細
を
書
き
残
し
た
、
「
吉
田
神
社
勧
請
二
付
寄
進
名
細

加
帳
」
と
表
書
さ
れ
た
帳
面
か
ら
で
あ
る
。

　
名
主
大
庭
新
七
は
、
吉
田
神
社
勧
請
の
発
端
と
な
っ
た
コ
レ
ラ
流
行
の
模
様
を
次

の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

一
当
午
年
七
月
盆
後
よ
り
前
代
未
聞
之
悪
病
、
富
士
郡
東
海
道
吉
原
宿
辺
6
流

行
い
た
し
、
夫
れ
6
三
嶋
宿
杯
ハ
誠
二
八
ヶ
敷
相
成
、
段
々
道
上
辺
江
茂
流

行
二
相
成
、
俗
二
一
二
日
こ
ろ
り
と
申
急
病
二
御
座
候
而
、
皆
人
恐
れ
を
な
し
、

農
家
も
町
屋
も
家
業
ヲ
と
め
、
唯
々
信
心
一
方
二
而
女
ナ
子
と
も
二
至
ま
て

毎
日
こ
り
杯
ヲ
と
り
宮
参
詣
す
る
事
第
一
二
い
た
し
、
実
二
此
世
の
め
つ
す

る
程
の
よ
ふ
二
思
ひ
、
然
ル
所
此
近
村
二
も
悪
病
数
多
御
座
候
へ
と
も
深
良

村
義
ハ
至
極
穏
二
而
病
気
更
に
無
之
、
日
増
に
信
心
強
ク
相
成
申
候
、
然
ル

内
二
何
や
ら
あ
や
し
き
事
と
も
世
間
之
人
々
見
出
し
、
是
病
気
ハ
く
だ
狐
の

業
と
皆
人
考
へ
付
（
後
略
）

　
安
政
五
年
七
月
盆
後
か
ら
、
前
代
未
聞
の
三
日
こ
ろ
り
と
呼
ば
れ
る
即
死
病
が
吉

原

宿
辺
か
ら
流
行
、
近
く
の
三
島
宿
に
飛
び
火
、
東
海
道
か
ら
北
上
の
兆
し
、
人
々

は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
家
業
を
放
り
出
し
て
信
心
一
筋
、
実
に
こ
の
世
が
滅
亡
す
る

の

で

は
と
絶
望
に
駆
ら
れ
て
い
る
。
深
良
村
は
至
っ
て
平
穏
で
コ
ロ
リ
は
認
め
ら
れ

な
い
が
、
コ
レ
ラ
除
け
の
信
心
は
益
々
強
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
世
間
で
は
、

コ

ロ

リ
に
関
し
て
怪
し
い
風
聞
が
起
こ
っ
て
い
た
。
く
だ
狐
の
仕
業
で
あ
る
と
い
う

の

で
あ
る
。

　
驚
き
恐
れ
た
深
良
村
の
人
々
は
昼
夜
鉄
砲
を
撃
っ
た
り
、
茗
荷
の
白
根
、
黒
大
豆
、

桑
の
木
の
葉
を
入
れ
た
御
守
袋
を
腰
に
付
け
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
家
の
門
口
に
梶
の

葉
、
と
う
が
ら
し
、
茗
荷
の
白
根
、
赤
紙
、
線
香
、
火
縄
を
置
く
な
ど
魔
除
け
の
呪

術
を
総
動
員
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
安
心
出
来
な
い
。
よ
り
強
力
な
霊
力

を
持
つ
神
仏
に
す
が
る
他
な
い
と
追
い
詰
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
登
場
し
た
の
が
「
京
都
吉
田
様
」
の
勧
請
で
あ
る
。
名
主
大
庭
新
七
を
は

じ
め
村
中
一
同
の
相
談
の
上
、
吉
田
神
社
勧
請
は
決
ま
っ
た
。

飛
脚
便
に
よ
る
勧
請

　
深
良
村
に
よ
る
勧
請
の
や
り
方
は
、
代
参
を
直
接
京
都
の
吉
田
太
元
宮
参
詣
に
派

遣

し
て
守
護
札
等
を
受
領
す
る
通
常
の
勧
請
で
は
な
か
っ
た
。
コ
レ
ラ
が
や
っ
て
来

た
東
海
道
を
逆
行
往
復
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
険
を
回
避
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

飛
脚
便
に
代
参
の
代
行
を
託
し
た
の
で
あ
る
。

　
三

島
宿
本
陣
の
公
務
の
傍
ら
吉
田
神
社
と
も
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
、
取
次
の

世
古
六
太
夫
を
介
し
て
吉
田
神
社
へ
勧
請
を
願
い
出
た
。
村
役
人
全
員
が
連
署
連
印

し
た
公
式
の
奉
願
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
奉
　
願

一
吉
田
大
神
御
霊
実
、
御
鎮
札
、
右
者
村
内
家
数
人
別
差
加
へ
年
来
心
願
御
座

候
虚
、
今
般
拝
請
奉
勧
請
致
一
同
発
起
仕
候
、
依
之
為
御
祈
願
料
と
し
て
金
七

両
二
分
奉
献
納
候
、
何
卒
為
村
内
安
全
之
早
速
御
鎮
札
奉
受
被
　
仰
付
候
様
奉

願
上
候
、
已
上

稲
葉
金
之
丞
知
行
所

　
　
駿
州
深
良
村

　
　
　
　
　
　
百
姓
代

　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
組
頭

　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
同

平
　
　
八
印

伝
右
衛
門
印

勝
右
衛
門
印

太
右
衛
門
印

源
　
　
蔵
印

祐
左
衛
門
印

9
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同
　
　
　
権
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
甚
左
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主
　
　
新
　
　
七
印

り
懸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
治
兵
衛
印

傭
　
　
　
　
　
　
安
政
五
年
八
月
日

請勧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
殿

端
　
　
　
　
　
　
　
　
御
役
所
様

調鮒
　
　
　
　
　
吉
田
大
神
の
御
鎮
札
を
拝
借
゜
勧
請
し
た
い

深　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

で
祈
願
料
と
し
て
金
七
両
二
分
を
献
納
し
ま

表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
何
卒
村
内
安
全
の
た
め
早
急
に
鎮
札
を
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
出
来
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
下
香
貫
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
下
調
べ
も
充
分
で
は
な
く
突
発
的
に
代
参
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
動
に
走
っ
た
が
、
深
良
村
は
世
古
六
太
夫
と

い
う
吉
田
神
社
の
取
次
を
介
し
て
い
た
の
で
、
勧
請
の
内
実
は
承
知
の
上
で
あ
っ
た
。

七
両

二
分

は
下
香
貫
村
が
奮
発
し
た
吉
田
神
社
随
一
の
小
箱
の
御
守
護
で
あ
る
。
そ

れ
で
村
内
の
家
数
・
人
別
を
予
め
別
帳
に
仕
立
て
て
、
是
も
飛
脚
便
に
添
付
し
た
の

で
あ
る
。

　
発
起
人

の

名
主
大
庭
新
七
・
小
林
治
兵
衛
両
名
は
、
公
式
の
「
奉
願
」
に
加
え
て

吉
田
神
社
の
役
人
に
宛
て
、
勧
請
の
万
端
に
わ
た
る
取
り
計
ら
い
を
依
頼
す
る
書
簡

を
添
え
て
い
る
。

金　銭 費　　目

7両2分 吉田殿二献上金

2両2分 神祇官御役人中へ御礼金

8両 吉田宮御社造営　和田大工常左衛門へ渡

10両1分1朱 両所へ上座諸雑用　村役人惣代出金入用　飛脚賃

6貫600文 御かり社推賃

12貫382文 御神酒その他

以
飛
脚
一
筆
啓
上
仕
候
、
秋
暑
之
節
御
座
候
へ
共
各
様
益
御
安
全
可
被
成
御
凌

珍
重
候
義
奉
賀
候
、
然
者
吉
田
大
神
御
勧
請
申
度
年
来
心
願
二
御
座
候
庭
、
今

般
御
鎮
札
拝
受
仕
奉
勧
請
度
、
別
紙
願
書
井
御
祈
願
料
と
し
て
金
七
両
二
分
奉

献
納
し
宜
御
披
露
被
成
下
度
願
上
候
、
次
二
御
掛
中
様
へ
御
菓
子
井
二
御
雑
費

料

と
し
て
金
弐
両
二
分
也
進
上
仕
候
、
万
端
不
案
内
之
義
二
付
可
然
御
取
斗
願

上

候
、
将
又
当
節
悪
病
流
行
二
付
自
由
ヶ
間
敷
御
願
二
御
座
候
へ
共
、
早
速
拝

受
被
仰
付
候
様
偏
二
御
執
成
奉
願
上
候
、
右
願
之
義
村
方
δ
罷
出
御
願
可
申
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
物
騒
）

義
二
候
へ
と
も
、
世
間
ふ
つ
そ
こ
付
他
行
難
成
候
間
、
乍
恐
書
面
を
以
御
願
申

上

候
、
失
礼
之
段
真
平
御
口
免
可
被
下
候
、
扱
又
御
鎮
札
之
儀
ハ
恐
多
候
へ
共

駅

ヲ
以
三
島
宿
世
古
六
太
夫
方
迄
相
届
候
様
御
贈
被
下
度
奉
願
上
候
、
先
ハ
右

申
上
度
以
愚
札
如
斯
二
御
座
候
、
以
上

　
　
午
八
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駿
州
深
良
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　欝
人
大
庭
新
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朋
断
小
林
治
兵
衛

　
神
祇
官
御
掛

　
　
　
　
御
役
人
中
様

　
勧
請
手
続
が
不
案
内
で
覚
束
な
い
の
で
、
金
七
両
二
分
の
公
定
祈
願
料
の
他
に
、

掛
り
役
人
に
菓
子
料
・
雑
費
と
し
て
二
両
二
分
を
進
上
す
る
。
こ
れ
で
早
急
に
鎮
札

奉
受
が
な
る
よ
う
に
執
り
成
し
て
ほ
し
い
。
悪
病
流
行
の
真
っ
最
中
の
東
海
道
上
下

は
危
険
が
多
い
の
で
、
失
礼
と
は
思
う
が
三
島
宿
世
古
六
太
夫
を
介
し
て
宿
継
ぎ
の

飛
脚
便
で
鎮
札
を
送
っ
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

　
深
良
村
は
吉
田
神
社
に
鎮
札
祈
願
料
（
小
箱
）
金
七
両
二
分
に
菓
子
料
・
雑
費
二

両

二
分
の

金
一
〇
両
を
送
金
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
京
都
ま
で
上
下
す
る
飛
脚

賃
が
当
座
の
経
費
で
あ
る
。

　
吉
田
神
社
の
「
諸
国
祈
祷
願
之
留
」
に
は
、
深
良
村
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。

廿
六
日

　
十
七
番

一
小
　
筥

駿
州
駿
東
郡

　
　
深
良
村
中

10



高橋敏［安政五年のコレラと吉田神社の勧請］

　
書
簡
の
日
付
が
八
月
一
六
日
で
あ
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
一
〇
日
で
京
都
吉
田
村
の

太
元
宮
の
祈
祷
受
付
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
下
香
貫
村
の
代
参
が
八
月
六
日
出
立

で
一
八
日
受
付
の
一
三
日
間
か
か
っ
た
の
と
比
べ
二
日
短
縮
で
あ
る
。
津
島
大
社
と

伊
勢
神
宮
に
参
拝
し
た
ロ
ス
を
割
り
引
い
て
も
、
代
参
に
代
わ
る
飛
脚
便
は
効
率
の

よ
い
勧
請
の
手
段
と
な
る
。

　
復
路

は
、
下
香
貫
村
の
代
参
は
吉
原
、
原
辺
で
参
拝
を
求
め
る
人
々
に
押
し
留
め

ら
れ
る
偶
然
が
あ
っ
た
が
一
〇
日
間
で
帰
っ
て
き
て
い
る
。
深
良
村
は
一
五
日
後
に

三
島
宿
世
古
六
太
夫
方
着
、
村
へ
到
着
し
た
の
は
そ
の
翌
日
で
あ
っ
た
。

　
九

月
一
〇
日
四
ツ
時
（
午
前
一
〇
時
頃
）
、
三
島
世
古
方
か
ら
相
模
屋
方
へ
御
鎮

札
が

到
着
し
た
と
の
急
飛
脚
が
名
主
大
庭
新
七
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
待
ち
に
待
っ

た
吉
田
様
の
御
鎮
札
が
三
四
日
経
っ
て
よ
う
や
く
三
島
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。
早

速
村
内
に
触
れ
を
出
し
、
明
日
一
一
日
に
は
未
明
か
ら
村
内
挙
げ
て
御
出
迎
え
す
る

こ
と
が
取
り
極
め
ら
れ
た
。

　
村
内
は
大
騒
ぎ
と
な
り
、
不
眠
不
休
で
紙
綿
を
推
え
、
三
島
宿
ま
で
世
話
人
を
始

め
一
同
銘
々
幟
を
立
て
て
出
迎
え
た
。
名
主
の
二
人
は
乗
馬
し
て
吉
田
様
の
御
供
を

し
た
。

表2　深良村吉田神社勧請寄進

ムラ名 家数 金　　銭

南（堀） 22軒 金1両3分　　銭2貫72文

町　田 36 3両2分1朱　　3貫600文

和　田 18 1両1分3朱　　　400文

切久保

円藤原

43 3両　2朱　　1貫900文

上　原 24 1両1分2朱　　3貫700文

原 19 1両1分2朱　　　500文

上　丹 11 3分2朱　　　700文

須　釜 18 1両　　　　　1貫300文

新　田 37 4両　1朱　　　600文

小　計 228 18両2分1朱　14貫722文

他に御宿村（湯山半七）2分

　　富沢村（助左衛門）1分

　　村役人　　　　8両

合計　27両1分1朱　14貫722文

吉
田
宮
の
造
営

　
九

月
一
一
日
、
三
島
宿
相
模
屋
利
兵
衛
方
に
到
着
し
た
吉
田
太
元
宮
の
小
箱
の
鎮

札

は
、
御
宿
村
の
名
主
を
先
導
に
村
人
に
迎
え
ら
れ
、
村
内
に
入
り
、
ひ
と
ま
ず
神

明
宮
に
安
座
し
た
。
御
宮
を
造
営
し
な
く
て
は
、
コ
レ
ラ
除
け
の
効
能
が
心
配
で
あ

る
。
既
に
一
〇
両
も
の
大
金
を
京
都
吉
田
社
へ
送
金
し
て
い
る
発
起
人
の
二
人
の
名

主

は
、
村
中
か
ら
の
寄
進
を
要
請
し
た
。
一
〇
の
ム
ラ
（
字
）
、
二
二
八
軒
、
一
九

両
一
分
三
朱
余
、
一
軒
当
た
り
一
、
二
朱
が
平
均
の
寄
進
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
不
足

し
た
た
め
か
、
村
入
用
か
ら
八
両
出
金
し
た
。
ま
た
御
宿
村
下
湯
山
家
湯
山
半
七
が

二
分
、
富
沢
村
助
左
衛
門
が
一
分
寄
進
し
て
吉
田
さ
ん
の
氏
子
と
な
る
こ
と
を
認
め

ら
れ
た
。
「
寄
進
名
細
担
帳
」
は
総
額
を
二
七
両
一
分
一
朱
と
銭
一
四
貫
七
二
二
文

と
記
帳
し
て
い
る
。

　
村
内
各
家
々
か
ら
と
近
村
有
志
二
名
の
寄
進
と
村
入
用
で
調
達
さ
れ
た
金
二
七
両

一
分
一
朱
と
銭
一
四
貫
七
二
二
文
の
大
金
は
、
表
1
、
2
に
明
ら
か
な
よ
う
に
吉
田

神
社
の
勧
請
・
造
営
の
費
用
と
し
て
支
出
さ
れ
た
。

　
御
宮
の
造
営
は
和
田
ム
ラ
當
左
衛
門
に
金
八
両
で
発
注
済
み
で
、
九
月
四
日
に
は

工
事
が
始
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
御
宮
は
一
か
所
で
は
な
く
、
上
丹
の
大
神
宮
と
深
良

神
社
の
二
か
所
に
置
か
れ
た
。
神
明
宮
に
仮
安
置
後
、
こ
の
二
か
所
に
祠
が
建
て
ら

れ
、
交
互
に
祀
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
一
〇
両
一
分
一
朱
の
出

費
と
な
っ
た
「
両
所
へ
上
座
諸
雑
用
」
で
あ
ろ
う
。

　
深
良
村
で
は
三
〇
両
を
優
に
上
回
る
費
用
を
投
じ
て
堂
々
京
都
吉
田
神
社
を
勧
請

し
、
コ
レ
ラ
の
厄
災
を
取
り
除
い
た
。

　
年
が
明
け
た
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
正
月
一
一
日
、
発
起
人
の
大
庭
新
七
、
小

林
治
兵
衛
の
名
主
他
村
役
人
、
世
話
人
が
集
ま
る
、
神
明
宮
で
開
催
さ
れ
た
深
良
村

の

「初
会
合
」
の
席
で
、
前
に
述
べ
た
勧
請
に
関
わ
る
収
支
の
会
計
決
算
が
行
わ
れ
、

一
同
は
了
承
し
た
。
そ
の
上
で
今
後
の
吉
田
神
社
の
運
営
が
協
議
さ
れ
、
次
の
よ
う

に
決
ま
っ
た
。
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右
吉
田
宮
之
儀
二
付
而
者
世
話
人
中
6
万
事
之
事
小
林
治
兵
衛
殿
大
庭
新
七
殿

方
江
相
談
致
、
取
斗
可
請
申
事
、
末
々

極
候
以
上

　
安
政
六
年
正
月
十
一
日

二
至

る
迄
急
度
相
崩
シ
不
申
様
一
同
取

　
吉
田
宮
の
祭
礼
等
の
万
端
は
小
林
・
大
庭
両
名
主
に
相
談
の
上
執
り
行
う
こ
と
が

議
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
吉
田
宮
の
鍵
は
大
庭
新
七
の
と
こ
ろ
で
預
か
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
大
庭
新
七
の
一
札
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
両
社
鍵
之
儀
者
永
年
之
間
大
庭
新
七
方
二
而
相
預
リ
可
申
事
二
役
人
・
世
話

人
一
同
相
談
之
上
惜
二
相
預
リ
置
候

　
そ
の
後
の
吉
田
宮
は
、
「
吉
田
さ
ん
」
の
敬
称
で
深
良
の
住
民
に
親
し
ま
れ
、
上

丹
の
大
神
宮
と
深
良
神
社
に
分
置
さ
れ
、
一
年
交
代
で
祀
ら
れ
て
い
る
。
祭
り
は
九

月
一
日
、
氏
子
が
六
年
に
一
度
の
当
番
制
に
分
か
れ
て
当
番
地
区
が
執
行
し
て
い
る
。

安
政
五
年
コ
レ
ラ
の
大
流
行
を
契
機
に
京
都
か
ら
や
っ
て
来
た
吉
田
さ
ん
は
、
そ
の

由
来
因
縁
を
知
る
住
民
も
稀
な
今
日
、
厄
除
け
の
神
さ
ん
と
し
て
命
脈
を
保
っ
て
い

る
。③

コ
レ
ラ
騒
動
と
吉
田
神
社

近
世
の
吉
田
神
社

　
下
香
貫
村
・
深
良
村
の
吉
田
神
社
勧
請
の
動
き
を
丹
念
に
追
っ
て
来
た
が
、
何
故

東
駿
河
の
駿
東
郡
に
所
在
す
る
二
か
村
が
遠
く
京
都
吉
田
村
の
吉
田
神
社
の
勧
請
を

思

い
立

ち
、
実
行
し
た
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
は
残
る
。
こ
の
を
解
明
す
る
た
め
に

は
、
近
世
社
会
に
お
け
る
吉
田
神
社
の
存
在
を
考
え
て
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
吉
田
神
社
が
山
城
国
愛
宕
郡
神
楽
岡
に
創
建
さ
れ
た
の
は
、
貞
観
年
中
（
八
五
九

～
七
七
）
と
い
わ
れ
る
（
「
史
料
京
都
の
歴
史
第
八
巻
左
京
区
」
）
。
吉
田
神
社
が
中

世
以
降
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
た
の
は
、
公
武
の
尊
崇
を
基
盤
に
代
々
社
務
を
勤
め

る
ト
部
氏
（
の
ち
吉
田
を
名
乗
る
）
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。
文
明
一
六
年

（
一
四
八
四
）
、
吉
田
兼
倶
は
神
道
界
の
統
一
を
図
り
、
神
道
の
教
理
世
界
の
大
元
・

神
道
の
宗
源
を
具
現
す
る
と
い
う
斎
場
所
大
元
宮
を
建
立
し
、
唯
一
宗
源
神
道
を
唱

導
し
た
。
大
元
宮
は
全
国
の
八
百
万
の
神
々
を
合
祀
し
た
も
の
で
、
参
詣
者
は
こ
こ

に
参
拝
す
れ
ば
全
国
の
神
々
に
詣
で
た
こ
と
に
な
る
と
布
教
し
た
。
ま
た
、
大
元
宮

の

特
異
な
建
築
様
式
が
人
々
の
信
仰
心
を
煽
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
角
円
堂
で
妻

入
・
入
母
屋
造
・
二
軒
繁
垂
木
・
茅
葺
・
背
面
六
角
堂
・
正
面
向
拝
一
問
と
い
っ
た

異
様
な
構
造
か
ら
な
っ
て
い
た
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
吉
田
家
が
朝
廷
か
ら
奉
幣
使
が
派
遣
さ
れ
る
時
に
は
斎
場

所

に
お
い
て
神
祇
官
代
と
し
て
儀
式
を
執
り
行
う
こ
と
が
慣
例
と
な
る
な
ど
、
神
道

界

に
着
々
と
勢
力
を
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
後
ろ
盾
に
な
っ
た
の
は
幕
府
と

の
関
わ
り
で
あ
っ
た
。

　
幕
府
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
七
月
、
神
道
界
を
統
轄
す
る
た
め
「
諸
社
禰
宜

神
主
法
度
」
五
か
条
を
定
め
た
。
そ
の
三
か
条
目
で
吉
田
家
に
関
し
次
の
よ
う
な
特

権
を
公
認
し
て
い
る
。
（
徳
川
禁
令
考
前
集
五
ー
二
五
四
五
）

一
無
位
之
社
人
、
可
着
白
張
、
其
外
之
装
束
者
、
以
吉
田
之
許
状
可
着
之

（位
の

な
い
社
人
は
白
張
を
着
な
さ
い
。
そ
の
他
の
装
束
は
吉
田
家
発
行
の

許
可
状
を
も
ら
っ
て
着
な
さ
い
。
）

　
神
職
の
着
用
す
る
装
束
は
、
神
職
の
位
官
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ
す
。
吉
田
家
は
幕

府
か
ら
神
職
一
般
の
任
免
権
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
吉
田
家
（
吉
田
神
社
）

は
幕
府
と
強
く
結
び
つ
い
て
全
国
の
神
社
を
勢
力
下
に
お
さ
め
る
と
こ
ろ
に
い
た
。

し
か
し
、
吉
田
家
よ
り
古
い
由
緒
を
有
す
る
伯
家
白
川
家
の
反
発
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
円
滑
に
吉
田
家
の
特
権
が
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
っ
た
。
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高橋敏［安政五年のコレラと吉田神社の勧請］

　
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
一
〇
月
、
幕
府
は
吉
田
家
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
か
、

寛
文
五
年
の
法
度
を
再
令
し
て
吉
田
家
の
神
社
取
締
の
権
限
を
再
確
認
し
て
い
る
。

（徳
川
禁
令
考
前
集
五
－
二
五
四
六
）

寛
文
五
年
被
仰
出
候
虞
、
近
来
於
諸
国
古
来
之
社
例
を
乱
し
、
御
条
目
之
御
趣

意
不
相
弁
輩
有
之
、
吉
田
家
之
許
状
を
不
受
、
社
例
な
と
称
し
、
呼
名
装
束
等

着
、
其
上
神
職
二
無
之
村
持
之
社
、
或
村
長
宮
座
諸
座
な
と
称
し
、
神
事
祭
礼

営
候
族
も
有
之
由
二
候
、
向
後
御
条
目
之
趣
急
度
相
守
、
忘
却
不
致
様
可
相
心

得
候

　
要
旨
は
吉
田
家
の
許
状
を
受
け
な
い
神
職
は
認
め
ら
れ
な
い
し
、
ま
た
神
事
祭
礼

の
執
行
も
有
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
幕
府
が
寛
文
五
年
に
出
し
た
、
神
道
取
締
の
根
本
原
則
を
定
め
た
「
諸
社
禰
宜
神

主
法
度
」
を
再
令
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け
吉
田
家
の
神
職

支
配
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
吉
田
家
の
神
道
支
配
、
全

国
の
神
社
を
吉
田
神
社
の
傘
下
に
お
こ
う
と
す
る
こ
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
反
発
が
あ
っ

た

こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
ひ

と
つ
に
は
、
神
祇
伯
職
を
世
襲
し
た
名
門
白
川
家
と
の
確
執
が
あ
っ
た
。
吉
田

兼
倶
の
唯
一
神
道
唱
導
、
大
元
宮
建
立
以
来
守
勢
に
立
た
さ
れ
た
白
川
家
は
、
吉
田

家
が
幕
府
の
後
ろ
盾
を
背
景
に
地
方
の
神
社
を
配
下
に
お
さ
め
て
い
く
こ
と
を
快
し

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
劣
勢
を
挽
回
す
る
た
め
、
吉
田
家
に
対
抗
し
て
独
自
に
許
状

を
発
し
て
地
方
神
社
に
勢
力
拡
大
を
図
り
、
両
者
に
軋
礫
を
生
ず
る
こ
と
に
発
展
し

た
。　

一
方
、
伊
勢
大
神
楽
、
稲
荷
社
の
よ
う
に
別
流
を
主
張
す
る
も
の
も
存
在
し
、
中

世
末
の
伝
承
を
も
つ
宮
座
の
中
に
も
吉
田
神
社
の
許
状
を
受
け
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
吉
田
家
で
は
家
人
社
人
を
地
方
に
派
遣
、
巡
回
さ
せ
て
違
反
者
を
取
り
締

ま
り
、
吉
田
社
の
許
状
を
受
け
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

　
再
令
か

ら
四
年
後
の
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
、
白
川
家
の
許
状
を
め
ぐ
っ
て
争

論
が
起

こ
っ
て
い
る
。
沼
津
山
王
社
神
主
川
ロ
能
登
が
上
京
の
上
白
川
家
雑
掌
よ
り

「風
折
烏
帽
子
浄
衣
等
」
の
免
許
の
許
状
を
受
け
た
こ
と
に
端
を
発
し
、
こ
の
こ
と

か

ら
吉
田
家
の
許
状
な
し
に
着
用
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
伺
い
が
寺
社
奉
行
に
な
さ

れ

た
。
前
例
が
な
け
れ
ば
「
差
留
」
と
の
回
答
に
対
し
白
川
家
は
、
沼
津
山
王
社
は

往
古
か

ら
白
川
家
執
奏
で
あ
る
か
ら
吉
田
家
の
許
状
は
必
要
な
い
と
訴
え
、
川
口
能

登
の

「
冠
斎
服
」
着
用
は
認
め
ら
れ
た
（
徳
川
禁
令
考
前
集
五
ー
二
五
四
九
・
五
〇
）
。

　
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
は
吉
田
家
役
人
が
村
々
を
廻
村
し
氏
神
鉦
取
を
呼
び

出
し
、
吉
田
家
の
許
状
を
取
る
よ
う
迫
っ
て
い
る
こ
と
に
訴
え
が
出
さ
れ
、
寺
社
奉

行
は
神
職
で
は
な
い
百
姓
身
分
の
錨
取
は
単
な
る
宮
の
鍵
を
預
か
る
も
の
で
、
吉
田

家
許
状
は
必
要
な
い
と
裁
許
し
た
。

　
江
戸

時
代
後
期
の
神
道
界
は
地
方
神
社
を
広
範
に
掌
握
す
る
吉
田
家
に
対
し
て
白

川
家
の
巻
き
返
し
が
み
ら
れ
、
ま
た
地
方
神
社
を
守
護
す
る
村
々
の
鐙
取
等
、
百
姓

身
分
の
村
落
支
配
層
に
も
一
方
的
な
吉
田
家
の
支
配
に
反
発
が
み
ら
れ
て
、
村
の
神

職

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
た
。
一
方
こ
れ
に
対
抗
す
る
吉
田
家
の
動
き
も

活
発
と
な
る
。
神
職
の
許
状
の
有
無
を
調
べ
、
な
け
れ
ば
こ
れ
を
受
け
る
よ
う
強
制

す
る
働
き
か
け
が
行
わ
れ
て
い
た
（
前
集
五
ー
二
五
五
五
）
。

何
故
吉
田
社
か

　
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
を
除
災
す
る
た
め
に
何
故
吉
田
神
社
が
選
ば
れ
た
の
か
と
い

う
素
朴
な
疑
問
に
立
ち
戻
る
と
、
こ
の
時
期
吉
田
神
社
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
と
深

く
か
か
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
と
得
な
い
。

　
吉
田
家
は
江
戸
に
出
張
役
所
を
設
け
、
東
国
・
関
八
州
村
々
へ
の
勢
力
拡
大
を

図
っ
て
い
た
。
吉
田
神
社
の
巻
き
返
し
こ
そ
吉
田
神
社
勧
請
の
動
き
と
な
っ
て
あ
ら

わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
東
駿
河
地
域
に
お
い
て
は
吉
田
神
社
の
勧
請
は
天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
御
厨
中

畑
村
か
ら
認
め
ら
れ
、
御
殿
場
市
域
八
ヶ
郷
で
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
「
身
入
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表3　安政5年吉田神社諸国祈願明細表

狐
ニ
テ
病
死
ノ
者
百
余
死
去
」
の
厄
災
に
、
中
山
村
小
沢
九
兵
衛
な
る
人
物
が
上
京
、

吉
田
様
を
勧
請
し
た
。

　
文

政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
に
は
下
十
ヶ
郷
（
現
御
殿
場
市
・
裾
野
市
・
三
島
市

に
ま
た
が
る
）
が
吉
田
神
社
を
勧
請
し
た
。
こ
の
よ
う
に
吉
田
神
社
の
勧
請
は
異
常

気
象
（
飢
鐘
）
、
流
行
病
等
、
厄
災
に
襲
わ
れ
た
村
々
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

正月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 小計

守 22 18 28 12 4 18 5 20 8 7 3 2 147

守　護　品 2 4 7 1 1 5 6 5 3 0 1 4 39

鎮　　　札 2 3 10 3 0 3 1 7 1 2 4 2 38

神　　　号 2 5 8 4 4 1 2 0 1 3 0 0 30

額字・神号 1 2 1 0 2 1 0 0 1 0 1 0 9

小　　　筥 0 0 1 1 1 0 0 3 2 0 0 0 8

封　　　物 1 0 0 0 0 1 0 2 0 0 1 0 5

神　　　符 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 4

守　護　箱 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

張　　　札 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

小　　　計 30 34 59 21 13 29 14 38 16 12 10 8 284

表4　村中の祈願

月　日 明細 祈　願　の　村　々

1月25日 鎮　札 信州伊那郡片倉村中

2月18日 小筥二 〃諏訪郡槻木新田中

7月6日 鎮　札 豊後国海部郡奥村　村中

08月18日 小　箱 駿州駿東郡下香貫村中　惣代　藤左衛門　七郎右衛門

08月20日 封　物 駿河国駿東郡沼津宿之内上土町三枚橋町惣代岩崎由兵衛

08月26日 小　筥 駿州駿東郡深良村中

8月29日 封　物 遠州秦原郡吉永村名

鎮　札 〃　　飯淵村中　同新田中

安
政
五
年
吉
田
神
社

　
そ
れ
で
は
コ
レ
ラ
騒
動
で
動
揺
し
た
安
政
五
年
、

吉
田
神
社
の
動
向
は
ど
う
で

し
か
し
、
勧
請
を
災
害
救
済
の
み
に
帰
結
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
に
は
吉

田
家
、
吉
田
神
社
の
地
方
神
社
の
包
括
、
神
職
の
組
織
化
の
活
発
な
働
き
か
け
が

あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
（
杉
村
斉
「
駿
東
（
中
・
北
駿
）
地
域
の
吉
田
信
仰
」

（
『裾
野
市
史
研
究
』
七
号
、
一
九
九
五
年
）
）
。

　
当
該
地
域
へ
の
吉
田
家
の
働
き
か
け
の
痕
跡
は
、
安
政
五
年
下
香
貫
村
、
御
宿
村

両
勧
請
に
か
か
わ
っ
た
鈴
鹿
内
膳
な
る
人
物
で
あ
る
。
下
香
貫
村
の
そ
れ
で
は
京
都

吉
田
神
社
で
谷
伊
兵
衛
の
取
次
を
受
け
た
役
人
で
あ
り
、
御
宿
村
で
は
御
小
箱
到
着

時
に
添
付
さ
れ
た
吉
田
社
か
ら
の
書
簡
の
主
で
あ
る
。

　
鈴
鹿
家
は
初
代
吉
子
か
ら
つ
づ
く
京
都
吉
田
家
に
付
属
す
る
一
六
社
家
の
家
柄
で

あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
代
々
内
膳
を
名
乗
る
家
が
あ
っ
て
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一

七
）
に
は
吉
田
家
の
使
者
と
し
て
、
か
の
白
川
家
執
奏
の
山
王
社
の
あ
る
沼
津
宿
松

屋
旅
館
に
滞
在
、
村
々
の
神
社
御
改
を
行
っ
て
い
る
（
駿
東
郡
伏
見
村
「
万
覚
帳
」
）
。

　

お
そ
ら
く
鈴
鹿
内
膳
は
吉
田
家
の
江
戸
出
張
役
所
を
足
場
に
関
東
へ
の
布
教
を

図
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
吉
田
社
の
村
々
へ
の
強
い
働
き
か
け
が
あ
っ

て
、
下
香
貫
・
深
良
の
二
か
村
の
吉
田
神
社
勧
請
が
発
心
、
多
額
の
金
銭
を
投
じ
て

実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

表5　安政5年吉田神社祈願

　　国別表

数件名国

93国波阿

36国路淡

23国江遠

15国岐讃

13国雲出

10国作美

8国見石

8国佐土

7国濃信

7国門長

7国後豊

6国津摂

5国前備

5国中備

5国河駿

4国防周

3国磨幡

国名 件数

備後国 3

下野国 3

和泉国 2

伊予国 2

越後国 2

伊勢国 2

出羽国 2

京 2

江　戸 2

丹後国 1

紀伊国 1

筑前国 1

大和国 1

越前国 1

常陸国 1

安房国 1

大　坂 1
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あ
っ
た
の
か
。

　
吉
田
神
社
の
動
き
を
知
る
一
つ
の
手
掛
か
り
は
諸
国
か
ら
の
祈
願
を
記
録
し
た

「
諸
国
祈
祷
之
留
」
（
以
後
「
祈
祷
留
」
）
で
あ
る
（
天
理
大
学
図
書
館
蔵
吉
田
文
庫
）
。

　
「
祈
祷
留
」
に
は
受
付
の
月
日
に
つ
づ
き
祈
祷
の
種
類
、
そ
し
て
祈
祷
の
願
主
が

記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
家
・
個
々
の
家
族
、
神
主
が
願
主
で
あ
る
。

　
安
政
五
年
の
祈
祷
の
実
態
を
知
る
た
め
に
表
3
を
作
成
し
た
。
各
月
毎
に
吉
田
神

社
が
下
付

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
祈
祷
に
よ
っ
て
区
分
し
て
集
計
し
た
。
総
件
数
三
八
四

回
と
意
外
に
少
な
い
（
三
峯
山
は
八
月
段
階
で
↓
万
番
を
凌
駕
）
。
コ
レ
ラ
と
の
関

係
で
あ
る
が
流
行
の
ピ
ー
ク
を
な
し
た
八
月
が
三
八
件
、
前
後
の
七
月
一
四
件
、
九

月
一
六
件
と
さ
し
た
る
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
。
コ
レ
ラ
と
吉
田
神
社
と
の
一
般
的

相
関
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
過
半
の
五
二
％
を
「
守
」
が
占
め
て

い

る
。
最
も
廉
価
（
そ
れ
で
も
二
両
は
高
い
）
、
手
続
き
も
簡
易
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
吉
田
神
社
随
一
で
七
両
二
分
と
高
額
な
下
香
貫
・
深
良
の
ニ
ケ
村
の
「
小
筥

（箱
）
」
は
僅
か
八
件
（
二
・
八
％
）
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
す
べ
て
が
個
人
で
は

な
く
、
村
中
・
町
惣
代
と
い
っ
た
共
同
体
を
願
主
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
村
挙
げ

て

の

祈
願
を
摘
出
し
て
み
た
（
表
4
）
。
さ
ら
に
八
件
中
三
件
が
駿
河
国
駿
東
郡
に

集
中
し
、
下
香
貫
村
・
沼
津
上
土
三
枚
橋
は
狩
野
川
を
挟
ん
で
相
接
す
る
関
係
に
あ

る
。　

こ
う
見
て
く
る
と
下
香
貫
村
、
深
良
村
の
吉
田
神
社
勧
請
は
沼
津
上
土
を
含
め
、

こ
の
地
域
の
吉
田
社
に
対
す
る
極
め
て
強
力
な
信
仰
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
八
件
中

信

州
の
二
件
を
除
き
、
七
月
豊
後
国
一
件
、
八
月
の
例
の
三
件
、
隣
国
遠
州
榛
原
郡

二
件
の
六
件
は
お
そ
ら
く
コ
レ
ラ
に
深
く
関
わ
っ
た
勧
請
で
あ
る
。
表
5
に
国
毎
の

祈
願

を
集
計
す
る
と
阿
波
・
淡
路
一
二
九
件
で
四
五
％
、
こ
れ
に
遠
江
二
三
件
が
つ

づ
き
、
多
く
が
西
国
で
あ
る
。

吉
田
家
の
次
目
ー
官
位
受
領

　
吉
田
家
が
幕
府
か
ら
公
認
さ
れ
た
神
職
に
対
す
る
許
状
授
与
の
実
状
を
、

伊
豆
国

下

田
町
の
氏
神
八
幡
宮
の
神
主
、
碓
氷
靱
負
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
事
例
を

紹
介
し
て
お
き
た
い
。
（
下
田
町
八
幡
宮
神
社
碓
永
家
「
日
記
」
）

　
下

田
町
八
幡
宮
は
永
正
一
〇
年
（
一
五
一
三
）
創
基
と
伝
え
ら
れ
、
伊
豆
金
山
の

開
発
者
で
著
名
な
代
官
頭
大
久
保
石
見
守
が
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
造
営
、

元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
代
官
竹
村
九
郎
衛
門
の
修
復
、
寛
永
一
三
年
（
一
六
三
六
）

下
田
奉
行
所
今
村
伝
四
郎
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
朱
印
地
七
石
三
斗
で
あ
る
。
そ

の

と
き
に
も
神
主
は
臼
井
（
碓
氷
）
氏
で
あ
る
。

　
碓
氷
家
は
八
幡
宮
の
神
主
を
世
襲
し
、
靱
負
は
一
五
代
目
に
当
た
る
。
幼
名
倉
吉

を
名
乗
っ
た
靱
負
は
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
に
元
服
の
上
靱
負
と
改
名
し
た
。

碓
氷
家
は
八
代
に
わ
た
り
京
都
「
吉
田
殿
配
下
」
で
あ
り
、
父
も
吉
田
家
か
ら
許
状

を
受
領
し
て
伊
予
に
任
官
し
た
。
靱
負
も
一
四
代
の
父
伊
予
の
後
継
の
神
主
と
な
る

た
め
に
は
、
京
都
吉
田
社
か
ら
父
同
様
、
許
状
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
元
服
年
齢
を
一
五
歳
と
す
る
と
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
三
歳
に
な
る
靱
負

は
「
次
目
」
、
官
位
「
受
領
」
を
実
行
す
る
こ
と
に
決
心
す
る
。
神
主
と
し
て
一
人

前
に
な
れ
る
か
の
重
大
な
儀
礼
で
あ
る
の
で
そ
れ
だ
け
か
か
る
費
用
は
膨
大
で
あ
り
、

氏
子
下

田
町
民
の
支
持
を
取
り
付
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

　
官
位
の
許
状
は
言
う
ま
で
も
な
く
京
都
吉
田
家
か
ら
受
領
す
る
が
、
手
続
は
支
配

韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
の
添
翰
を
貰
う
の
が
先
例
で
あ
る
。

　
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
一
五
日
、
靱
負
は
下
田
を
出
立
韮
山
に
向
か
い
、

　
　
　
　
　
　
（
範
）

翌
一
六
日
郷
宿
半
右
衛
門
の
案
内
で
手
代
松
岡
正
平
に
面
会
し
、
添
翰
下
さ
る
よ
う

願
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
際
の
靱
負
の
口
上
書
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　

差
上
申
口
上
書
之
事

一
私
儀
此
度
受
領
願
二
付
上
京
仕
候
、

奉
願
上
候

依
之
吉
田
御
本
社
江
御
添
翰
被
下
様

豆
州
賀
茂
郡
下
田
町

　
　
　
　
八
幡
宮
神
主
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碓
氷
靱
負
印

　
　

弘
化
四
年
未
年
三
月

　
　
　
　
江

川
太
郎
左
衛
門
様

　
　
　
　
　
韮
山

　
　
　
　
　
　
御
代
官
所

前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
間
御
添
翰
被
下
置
候
様
一
同
奉
願
上
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右

町
名
主
　
与
仁
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
寄
　
吉
右
衛
門
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
　
　
庄
兵
衛
印

　

こ
の
た
び
官
位
受
領
の
た
め
上
京
す
る
の
で
、
吉
田
家
本
所
の
添
翰
を
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
に
下
田
町
の
名
主
・
年
寄
が
奥
印
を
し
て
い
る
。

　
手
代
松
岡
は
神
主
の
官
位
受
領
の
手
続
に
不
明
が
あ
っ
た
の
か
、
即
答
出
来
ず
、

其
筋
に
伺
う
の
で
し
ば
ら
く
待
つ
よ
う
に
と
郷
宿
に
待
機
さ
せ
た
。
先
例
を
調
べ
た

の

で

あ
ろ
う
が
、
添
翰
作
成
ま
で
に
至
ら
ず
一
九
日
、
ひ
と
ま
ず
帰
町
し
て
代
官
役

所
か
ら
の
連
絡
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
約
一
か
月
後
の
四
月
一
五
日
、
添
翰
が
出
来
た
と
の
御
用
状
が
韮
山
よ
り
届
き
、

一
九

日
代
官
役
所
に
出
頭
、
添
翰
を
受
領
し
た
。
手
代
松
岡
正
平
、
八
田
兵
助
か
ら

吉
田
家
の
鈴
鹿
筑
前
守
、
鈴
鹿
出
羽
守
宛
の
添
翰
は
厳
重
に
文
箱
に
入
れ
ら
れ
て
い

た
。　

靱
負
は
そ
の
ま
ま
沼
津
宿
に
出
て
、
東
海
道
を
一
路
京
都
へ
向
か
っ
た
。
吉
田
家

に
納
め
る
、
任
官
に
当
た
っ
て
の
諸
費
用
の
金
子
は
、
三
島
宿
世
古
六
太
夫
を
頼
ん

で
飛
脚
急
便
を
も
っ
て
京
都
ま
で
送
金
し
た
。
こ
こ
で
も
世
古
六
太
夫
が
登
場
す
る
。

四

月
二
九
日
京
都
吉
田
村
谷
伊
兵
衛
宅
に
到
着
す
る
。
翌
三
〇
日
、
伊
兵
衛
の
案
内

を
受
け
て
吉
田
家
に
参
上
、
伊
豆
国
懸
り
の
社
役
人
山
田
宰
記
に
引
き
合
わ
さ
れ
た
。

靱
負
は
係
役
人
た
ち
に
手
土
産
と
し
て
金
五
〇
疋
（
二
朱
）
ず
つ
を
渡
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
吉
田
神
社
内
で
吉
田
神
道
の
秘
儀
の
相
伝
が
行
わ
れ
て
い
る
。
五
月
五
日
、

吉
田
神
社
の
神
主
、
吉
田
家
の
当
主
と
対
面
と
な
っ
た
。

受
す
る
。

　
靱
負
が
差
し
出
し
た
神
文
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

神
文
を
提
出
、
免
許
を
拝

　
　
　
　
神
文
之
事

今
度
陰
陽
行
儀
御
相
伝
被
成
下
、
冥
加
至
極
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
節
相
伝
者

相
限
干
常
継
一
身
者
也
、
他
人
者
不
及
沙
汰
、
仮
令
難
為
親
子
曽
而
以
相
伝
仕

間
敷
候
、
若
於
令
違
背
者
可
蒙

天
神
地
祀
殊
仁
波
八
幡
宮
之
　
御
罰
者
也
、
伍
而
神
文
如
件

　
　
弘
化
四
未
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
豆
国
加
茂
郡
下
田

　
　
　
　
　
五

月
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
幡
宮
神
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碓
氷
筑
前
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
常
継

　
御
本
所

　
　
御
家
老
御
中

　
靱
負
は
吉
田
家
か
ら
陰
陽
行
儀
の
相
伝
を
承
け
、
靱
負
か
ら
筑
前
、
藤
原
常
継
を

名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
こ
の
相
伝
は
常
継
個
人
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
親

子
と
て
違
背
し
て
伝
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
五

月
八
日
早
朝
、
谷
伊
兵
衛
宅
を
出
立
、
五
月
二
七
日
沼
津
宿
到
着
、
こ
の
間
の

長
途
の
旅
は
お
そ
ら
く
伊
勢
参
宮
そ
の
他
諸
社
参
詣
に
寄
り
道
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

翌
二

八
日
は
韮
山
代
官
所
に
出
頭
し
て
吉
田
家
か
ら
の
返
簡
を
渡
し
、
一
路
、
帰
町

を
急
ぐ
。
す
で
に
靱
負
か
目
出
度
く
筑
前
に
昇
位
の
知
ら
せ
は
下
田
町
の
氏
子
に
届

き
、
氏
神
神
主
を
出
迎
え
る
べ
く
歓
迎
の
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。
六
月
朔
日
、
京
都

吉
田
社
で
買
い
調
え
た
装
束
に
身
を
包
み
、
い
か
に
も
神
官
と
い
っ
た
厳
格
さ
に
満

ち
た
碓
氷
筑
前
は
町
内
の
町
役
人
そ
の
他
出
迎
え
る
な
か
町
内
に
入
り
、
氏
神
八
幡

宮
に
帰
着
し
た
。
翌
日
か
ら
二
日
間
盛
大
な
お
披
露
目
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
八
月
二
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四
日
か
ら
九
月
八
日
に
か
け
て
八
幡
宮
の
か
か
わ
る
相
州
浦
賀
番
所
に
お
い
て
も
お

披
露

目
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
ま
さ
に
吉
田
神
社
の
許
状
受
位
、
任
官
の
儀
礼

は

弘
化
四
年
三
月
一
五
日
か
ら
九
月
八
日
ま
で
半
年
間
を
要
し
た
。

　
筑
前
（
靱
負
）
は
許
状
受
位
一
条
を
記
録
に
留
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
費
用
に
つ

い
て

も
詳
し
く
算
出
し
て
い
る
。
表
6
の
よ
う
に
総
計
す
る
と
金
入
六
両
余
、
銀
三

六

匁
余
銭
二
一
貫
余
に
達
す
る
莫
大
な
金
額
で
あ
る
。
京
都
吉
田
社
と
の
か
か
わ
り

で
は

六
三
両
か
か

っ

て

い
る
。

　
吉
田
家
に
納
付
し
た
だ
け
で
も
約
二
入
両
で
あ
る
。
吉
田
家
に
と
っ
て
い
か
に
許

状
の
特
権
が
大
き
か
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

表6　碓氷筑前次目任官総費用

金 銀 銭

添簡願諸入用 1両1分

支　度　入　用 1両

駕籠修理代 2両 8匁5分

鎗長刀挟箱塗替 3分 6匁

大傘は　り替 12匁

送　り（茶　代） 1両2分

かんばん色あげ 2分 500文

迎の節河内屋払 2分

路　　　　　用 11両1分

上京供入用 1両1分

送り迎荊嬬人足賃 5貫900文

官服諸色買もの 13両2分

他　披　露　代 24両3分2朱 4匁7分5厘 14貫429文

官金諸式納高 27両3分 5匁 500文

計 86両　　2朱 36匁2分5厘 21貫329文

お
わ
り
に

　
安
政
五
年
コ
レ
ラ
襲
来
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
大
パ
ニ
ッ
ク
状
況
に
救
済
を

求
め
て
吉
田
神
社
勧
請
に
向
か
っ
た
下
香
貫
村
・
深
良
村
の
事
例
を
み
て
き
た
。
そ

こ
に
は
御
他
聞
に
も
れ
ざ
る
切
迫
し
た
状
態
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
ニ
ケ
村
と
も
に
大

宮
町
と
は
違
い
直
接
の
犠
牲
者
は
出
て
い
な
い
。
吉
田
神
社
勧
請
は
吉
原
宿
・
三
島

宿
の
惨
状
を
風
聞
と
し
て
受
け
取
っ
て
の
除
災
儀
礼
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
き
ち

ん

と
し
た
コ
レ
ラ
の
災
厄
に
立
ち
向
か
っ
た
村
の
記
録
「
吉
田
太
元
宮
勧
請
の
由
来
」

「吉
田
宮
勧
請
二
付
寄
進
名
細
拍
帳
」
が
後
世
に
書
き
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
に
は
一
連
の
コ
レ
ラ
騒
動
に
対
し
て
意
外
に
も
冷
徹
な
観
察
が
認
め
ら
れ
る
。

勧
請
は
ひ
と
つ
の
非
日
常
の
祝
祭
で
あ
る
。
人
々
は
こ
の
祭
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
コ
レ
ラ
の
死
の
恐
怖
、
村
存
亡
の
危
機
を
払
い
除
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
こ
そ
村
共
同
体
は
機
能
し
、
持
て
る
者
は
金
を
供
出
し
、
持
た
ざ
る
者
は

宮
造
営
そ
の
他
の
労
役
を
奉
仕
し
た
。
村
構
成
員
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
円
滑
に
機
能

し
、
一
致
団
結
の
気
運
が
盛
り
上
が
っ
た
。
ま
さ
に
祝
祭
で
あ
る
。

　
い

っ

ぽ
う
、
勧
請
の
対
象
と
な
っ
た
吉
田
神
社
は
近
世
を
一
貫
し
て
幕
府
権
力
を

背
景
に
地
方
神
社
の
支
配
、
包
括
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
こ
の
勧
請
も
吉
田
家
の
地

方
神
社
統
轄
の
ひ
と
つ
の
流
れ
の
中
に
あ
っ
た
。
八
百
万
神
を
合
祀
し
、
何
に
で
も

効
験
あ
ら
た
か
な
吉
田
神
社
、
日
常
の
宗
教
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
、
東

駿
河
の
村
を
捉
え
た
の
で
あ
る
。

　
村
と
宗
教
、
村
と
神
道
、
強
い
て
言
え
ば
近
世
村
落
社
会
と
神
道
（
神
社
）
の
関

係
、
吉
田
神
道
の
地
方
包
括
の
問
題
の
重
大
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
一

つ
の

収
穫
で
あ
る
。

　
今
後
は
民
間
信
仰
と
神
社
・
神
道
史
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
広
汎
な
民
衆
の
宗

教

に
目
配
り
し
な
が
ら
、
神
社
社
会
史
と
も
い
う
べ
き
神
社
と
村
落
・
民
衆
の
生
き

た
関
わ
り
の
実
証
的
研
究
が
待
望
さ
れ
て
い
る
。
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〔付
記
〕

　
左
記
の
拙
稿
を
併
読
さ
れ
た
い
。

①
高
橋
敏
「
幕
末
民
衆
の
情
報
と
世
直
し
意
識
の
形
成
ー
「
年
代
記
」
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
ー
」
（
静

　
岡
県
史
研
究
二
号
一
九
八
六
年
）

②
高
橋
敏
「
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
「
異
」
意
識
」
（
桜
井
徳
太
郎
編
『
日
本
社
会
の
変
革
と
再
生
』

　
弘
文
堂
一
九
八
八
年
所
収
）

③
高
橋
敏
「
黒
船
・
狼
煙
・
狼
糞
ー
紀
州
藩
有
田
郡
山
保
田
組
村
々
の
狼
糞
の
拾
い
集
め
」
（
平

　
川
南
、
鈴
木
靖
氏
編
『
蜂
（
と
ぶ
ひ
）
の
道
』
（
青
木
書
店
、
一
九
九
七
年
）

④
高
橋
敏
「
幕
末
民
衆
の
恐
怖
と
妄
想
　
　
駿
河
国
大
宮
町
の
コ
レ
ラ
騒
動
　
　
」
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
二
〇
周
年
記
念
論
文
集
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
）

（二
〇

〇
三
年
一
月
一
二
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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CIlolera　in　1858　and　the　Trans食r　of　the　Deities　of　Yoshida　Ji叫ia

Sllrine：The　Cholera　Scare　in　tlle　Villages　of　Shimo・kalluki　and

Fukara　in　Sunto　County，　Suruga　Province

TAKAHAsHI　Satoshi

What　sort　of　behavior　do　people　exhibit　when　their　lives　are　at　risk　and　the　surv｛val　of　their

community　is　at　stake？Of　course，　systems　that　govern　a　community　as　part　of　its　admini－

stration　whose　original　duty　is　to　protect　lifb　are　placed　in　an　abnormal　time　and　space　in

which　they　are　unable　to　relieve　the　anxieties　of　the　people．

　　　In　this　paper　I　attempt　to　provide　detailed　evidence　on　the　cholera　outbreak　of　1858　that

suddenly　posed　a　threat　to　people’s　lives　and　how　the　people　responded　to　this　and　how　they

attempted　to　escape　fをom　this　crisis．1858　was　the　year　of　the　invasion　of　the　black　ships，　or

“

fbreigners”，and　was　also　a　time　when　the　fbar　of　large　earthquakes　and　large　tsunami　that

had　continued　to　shake　the　land　in　the　early　and　mid　1850　s　had　not　yet　abated．

　　　1もwas　at　such　a　point　in　time　that　cholera　made　its　onslaught．　Said　to　cause　ins七antane－

ous　death　and　as　a　sickness　that　was　highly　contagious，　there　was　little　that　medical　prac－

tices　could　do丘）r　this　condit輌on　that　ledもo　mass　fatalities．　Thus，　every　possible　Shinto，　Bud－

dhist　and　popular　deity，　as　well　as　the　supernatural，　was　mobilized　to　fbnd　off　impending　ca－

tastrophe．

　　　In　this　paper，　I　study　the　actions　of　the　people　who　lived　in　Shimo－kanuki　village，　Sunto

County，　Suruga　Province（present－day　Shimo－kanuki，　Numazu　City）and　Fukara　village

（present－day　Fukara，　Susono　City）．Although　the　exisもence　of　recorded　histories　detailing　the

actions　of　the　villagers　is　incidental　to　the　selection　of　these　two　villages　fbr　this　study，　the

main　reason　fbr　their　selection　is　that　both　these　villages　sought　to　escape　f士om　the　calalnity

of　cholera　by　means　of　the　transfbr　of　deities丘om　Yoshida　Daigengu．

　　　But　why　did　they　turn　to　trallsfbrring　deities　f士om　Yoshida　Ji勾a　Shrine？Iexplore　this

question　by　exposing　the　anxieties　of　these　people　who，　as　a　result　of　the　cholera　outbreak，

were　situated　in　an　abnormal　time　and　space，　together　with　the　energies　of　these　people　as

they　faced　the　threat　of　cholera，　while　examining　the　process　of　decision　making　in　the　village

communities　and　the　dominance　of　Shinto　by　Yoshida　Ji可a　Shrine．

　　　The　transfbr　of　deities　f士om　Yoshida　Jinja　Shrine　required　money，　including　that　fbr　relig－

ious　pracもices　such　as　prayer　fbes　and　c力加ぷaおロ，not　to　mention　the　costs　of　going　to　and
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Cholera　in　1858　and　the　Transfer　of　the　Deities　of　Yoshida　Jinja　Shrinel

TAKAHAsH｝Satoshi

丘om　Kyoto．　The　two　villages　of　Shimo－kanuki　and　Fukara　demanded　allns仕om　their　inhabi－

tants　amounting　to　enomous　sums　of　money　and　requested　the　highest　grade　of　prayer（」ko－

ba丘o）．飽er　retuming　to　their　villages　they　went　so伽as　to　build　Yoshida　shrines，　which

they　designated　as　shhnes　fbr　preventing　calamities　such　as　cholera．
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